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　今年度も、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングを開始しました。
　各プロジェクトにご賛同いただけると幸いです。

ふるさと納税クラウドファンディングでふるさと納税クラウドファンディングで
応援してください！応援してください！

令和５年度のふるさと納税を活用した主な事業令和５年度のふるさと納税を活用した主な事業

ジュニア（中高生）　補助金上限：30万円
　

▲

中学生　　１件	（掛合まちおこし大作戦～掛合の虜にしちゃいます！～）
　

▲

高校生　 	16件	 	（高齢者さんお出かけプロジェクト／雲南市子育て応援パンフレッ
ト／自助具を知ろうプロジェクト　ほか）

ユース（大学生）　補助金上限：30万円
　

▲

大学生　　２件	（江戸時代の茶屋を復活させる／学生の意識調査をしてみたい！）
ホープ（若者）　補助金上限：200万円
　

▲

起業創業　３件	 	（雲南コットンを全国に広め産地化を図りたい／出雲國まこも筵
たけ
を

山王寺ブランドに／ SDGs（持続可能）な稲作農業への取り組み）

スペシャルチャレンジ� 活用額　480万円

　市内出身の高校卒業生世代へ継続的に情報発信し、つながりを持ちつづけながら将来的なＵター
ンや関係人口の創出をめざしています。卒業前の高校生を対象に登録会を行い、登録者には年３回
の情報誌を送っています。誌面では、市内で働く「人」や雲南市ならではの「もの」などを紹介し
魅力を発信しました。

高校卒業生とのつながり創出事業� 活用額　322万円

　雲南市を代表する伝統芸能「神楽」を支援することで、その保存振興を図り、かつ神楽の魅力を
ＰＲすることで「ヤマタノオロチ伝説の地　雲南市」として交流人口の拡大を図りました。
　また、神楽公演助成や神楽フェスティバルを開催しました。

「神話と神楽の里」神楽を活用した観光ＰＲ事業� 活用額　161万円

　島根県企業立地課や島根県企業誘致専門員と連携した企業誘致活動を行いました。また、誘致戦
略を活用した企業誘致活動を実施したり、興味を示した企業幹部の視察を受け入れたりして企業誘
致の推進を図りました。

企業誘致推進事業� 活用額　342万円

ジュニアジュニア

ホープホープユースユース

※今後も順次、プロジェクトが追加されていく予定です。

100年の歴史を紡いできた桜のまち。
桜を育てる「桜守」の活動を支えたい！
 寄附受付期間 
 令和７年２月28日まで
 目標寄附金額 
 100万円
 実施主体 
 雲南市観光振興課

お味噌づくり体験で、
食の大切さを伝えたい

 寄附受付期間 
 令和７年２月28日まで
 目標寄附金額 
 100万円
 実施主体 
 じねんにみそ

「孤独な子育て」から、
ママ達を救いたい！

 寄附受付期間 
 令和７年２月28日まで
 目標寄附金額 
 260万円 
 実施主体 
 m
マ マ ズ
ama’s s

スマ イ ル
mile はぐ

永井隆博士の「平和を」の願いを
雲南市から世界に届けたい！
 寄附受付期間 
 令和６年12月31日まで
 目標寄附金額 
 100万円 
 実施主体 
 雲見の里いいし 

一億総コミュニティナースの
日本を実現する

 寄附受付期間 
 令和７年２月28日まで
 目標寄附金額 
 1,000万円
 実施主体 
 （株）CNC
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【問】政策推進課　℡0854-40-1011【問】政策推進課　℡0854-40-1011

雲南市のまちづくりに全国からたくさんのご寄附をいただきました。雲南市のまちづくりに全国からたくさんのご寄附をいただきました。
ここでは、全国からいただいた応援メッセージやここでは、全国からいただいた応援メッセージや
ふるさと納税を活用した事業などを紹介します。ふるさと納税を活用した事業などを紹介します。

令和５年度令和５年度　　383,813,000383,813,000円円　　15,46415,464件件
●使途別寄附状況●使途別寄附状況

使　　　　途　　　 寄附件数（件） 寄附金額（万円）
１. チャレンジに関する事業 3,913 10,152
２. 地域自主組織による地域づくりに関する事業 643 1,457
３. 若者・子育て世代の移住・定住に関する事業 4,302 10,734
４. 安全・安心なまちづくりに関する事業 1,441 3,296
５. 市長が選定する事業 5,431 12,221
６. ＮＰＯ支援に関する事業 129 206
７. 企業チャレンジの推進に関する事業 　72 315

合　　　　　　計 15,931 38,381
※使途を分けて寄附される場合がありますので、上記件数と異なります。
　貴重なご寄附は、雲南市のまちづくりに大切に活用させていただきます。

　きれいな水でできたおいしいお米を
ありがとうございます。リピートさせて
いただきました。これからもきれいな自
然を残す努力をお願いします。

　昨年、初めて桜の時期に雲南
市へ行き、町中が桜でピンク色
で美しいと感激しました！

　教育の充実に少しでもお
役に立てればと思います。

　コウノトリの保護を生かした
まちづくりをこころから応援し
ております！

　先日、雲南市で働く若者に話を聞く機会がありました。彼らは
ずっと雲南市で働き続けたいと思う一方で、急激な少子高齢化を
不安視していました。ぜひ若者が働き続け、住み続けたいと思う
まちづくりに生かしていただければと思います。 

　コミュニティナースととも
に、地域社会の活性化に関わっ
ています。おせっかい溢れる雲
南市が大好きです。

　空き家活用によるＵ・Ｉター
ンの促進および高齢者が生活し
やすい街づくりを応援します。　仕事の出張で立ち寄り、２回訪れて

います。大好きな場所ですので、いつ
か家族と一緒にまた訪れたいです。東
京から応援しています。

雲南市ふるさと納税雲南市ふるさと納税
「「生生

いのちい の ち
命命と神話が息づく新しい日本のふるさとづくり」をめざしてと神話が息づく新しい日本のふるさとづくり」をめざして

　雲南市の発展と、子どもたち
が伸び伸びと成長できる環境に
なる事を期待しております。

　子どもがずっと吉田に行きたいと言
い続けています。吉田に行って重機の
運転手になるそうです。いつか移住す
るのかなと期待をしています。

応援メッセージの一部を紹介します
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　第２回雲南市長杯チャレンジソフトボール大会を三刀屋中学
校で開催し、市内外より小中高校生の８チーム約150人が参加
しました。
　この大会は、MVPの選手は選出しますが順位を決める大会
ではなく、ソフトボールの興味や理解などを深めることを目的
としているため新体制に移行したてのチームでも思い切ってプ
レーできる大会になっています。
　各チームの選手たちはプレーや戦術を確認しながらも思い
切ってプレーし、相手チームと競い合いました。また、この大
会は審判員研修大会も兼ねており、審判員は公式ルールを確認
しながら選手たちの一生懸命なプレーを審判し、大会を支えま
した。

出塁をめざす打者をアウトにしようと打球
を捕る内野手

ボールめがけスイングする打者

第２回雲南市長杯チャレンジ第２回雲南市長杯チャレンジ
ソフトボール大会ソフトボール大会

10 5 土

6～ 日

　雲南市長杯第３回雲南少年少女レスリング選手権大会を三刀屋文化体育館アスパルで開催し、神奈
川県から鹿児島県までの約230人の選手が参加しました。
　年少から中学３年生の少年少女たちが勝利をめざして競い合いました。

試合後の勝者の宣告

相手の肩をマットに返し、抑え込む選手
幼年の部の試合

の様子

雲南市長杯 雲南市長杯 
第３回雲南少年少女レスリング選手権大会第３回雲南少年少女レスリング選手権大会

10 27
日

　市では、令和12年に開催される「2030かみあり国スポ」の種目について、技術力の向上、　市では、令和12年に開催される「2030かみあり国スポ」の種目について、技術力の向上、
そしてスポーツを「する・みる・支える」を念頭に地域が一体となって盛り上げることを目そしてスポーツを「する・みる・支える」を念頭に地域が一体となって盛り上げることを目
的に雲南市長杯を関係団体とともに開催しています。的に雲南市長杯を関係団体とともに開催しています。

Autumn of Sports
in 雲南市in 雲南市スポーツの秋スポーツの秋
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　よいとこ総踊りから始まったステージイベントには、大東保育
園、かもめ保育園、よいとこ戦隊ダイトレンジャーなど10団体
が出演し、詰め掛けた観客から大きな歓声が上がっていました。
　また、地域自主組織など46店が出店したテント村には行列
ができ、文化展には昨年を上回る1，200人が来場しました。
市制施行20周年記念事業とコラボした人権啓発オリジナルカ
レンダーづくりのブースなどは、子どもから大人まで大盛況で
した。
　そのほか、協賛大会として、少年サッカー大会・野球大会、ゲー
トボール大会、囲碁大会、将棋大会も各会場で開催されました。
　地域の皆さんのご協力により、大勢の来場者を迎え、盛大に
開催することができました。

展示作品を鑑賞する来場者

会場の声援を受ける「よいとこ戦隊ダイトレンジャー」

雲南市市制施行20周年記念雲南市市制施行20周年記念
第42回大東よいとこ祭第42回大東よいとこ祭

10 20
日

　秋と言えば「秋祭り」。大東町と掛合町の秋祭りの様子をお届けします。　秋と言えば「秋祭り」。大東町と掛合町の秋祭りの様子をお届けします。
　　　　※他の４町については、第50回衆議院議員総選挙に伴い中止となりました。※他の４町については、第50回衆議院議員総選挙に伴い中止となりました。

　第39回掛合町ふるさとまつりは、掛合町ふるさと大運動会
2024と題し、掛合中学校グラウンド周辺を会場として８年ぶ
りに掛合町民体育大会との同日開催となりました。
　午前の運動会は入場行進に続く掛合保育所の「しょっきり太
鼓」で幕を開け、町内７地区の選手の皆さんによる玉入れ・綱
引き・地区対抗リレーのほか、保育園児や小中学生の競技で盛
り上がりました。
　午後は恒例の「子むかで競走」や「むかで駅伝」、「掛合音頭」、
小中高生と大人約70人による「掛合太鼓揃い打ち」などが行
われ、地域の皆さんの参加・協力により、掛合町の秋の一大イ
ベントは大いににぎわいました。
　また、雲南市市制施行20周年企画としてパネル展示、餅ま
きのほか、お楽しみ抽選会を行いました。 掛合太鼓揃い打ち

第39回掛合町ふるさとまつり第39回掛合町ふるさとまつり
～掛合町ふるさと大運動会～～掛合町ふるさと大運動会～

10 13
日

精一杯綱を引く選手たち

Autumn Festivals
雲南市雲南市のの 秋祭り秋祭り
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10/3㊍ 雲南市除雪業務感謝状贈呈式
　令和６年度雲南市除雪業務感謝状贈呈式を雲南市
役所で行いました。
　この表彰は、雲南市の管理する道路の除雪業務に
20年以上従事された方で、その功績が顕著で他の
模範となる方を表彰するものです。
　贈呈式では、石飛市長より除雪オペレーターの
方々に感謝状を贈りました。
　続けて、石飛市長は「除雪オペレーターの皆様に
は早朝から時間を惜しまない作業により、冬季の生
活道路の機能維持など、市民生活の安全安心を確保
するため重要な役割を担っていただいている。20
年以上の長きにわたり、安全に作業していただいた
ことに感謝する」とあいさつを述べました。
　感謝状を贈った方々は右記のとおりです。

▲受賞された小村さん（中央）と須山さん（右から２人目）

従事年数 氏　　名 所　　属
23年 須

す
山
やま
光
みつ
雄
お
さん 株式会社吉田ふるさと村

21年 小
お
村
むら
　肇

はじめ
さん 雲南建設株式会社

▲受賞された皆さん

優良建設工事表彰式
　令和６年度雲南市優良建設工事表彰式を雲南市役
所で行いました。令和５年度に竣工した工事のうち
特に優秀であった５工事の施工者と技術者が表彰さ
れました。
　受賞者を代表して、有限会社泰

たい

中
なか

建設 泰
たい

中
なか

文
ふみ

雄
お

代表取締役が「日本各地では大規模な災害が発生し
ている。私たちは災害対応や除雪作業を通して、地
域の安全を守らなくてはならない。本日の受賞を糧
に建設業のイメージアップや、高度技術への取り組
みを通して新しい時代に対応できる企業として努力
する所存です」と述べられました。

10/3㊍

（敬称略、順不同）
施　工　者 工　　事　　名

有限会社泰中建設 公共土木施設災害復旧事業令和3年災第1262号市道深野西側線災害復旧工事
株式会社常松土建 企業団地関連道路整備事業令和4年度市道大羽根尾3号線道路整備工事
株式会社常松土建 企業団地関連道路整備事業令和5年度市道大羽根尾3号線道路整備工事
株式会社都間土建 林道災害復旧事業令和3年災林道茂平山深谷線災害復旧工事
有限会社香川建設 公共土木施設災害復旧事業令和3年災第985号萱野川他1災害復旧工事
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▲あいさつをする都間社長

10/5㊏ 市道多久和六重線起工式　
　市道多久和六重線道路施設災害復旧工事の起工式が都間土建・
植田建設・小畑土建特別共同企業体（代表　都間土建　都

つ

間
ま

清
きよ

隆
たか

代表取締役社長）の主催により開催され、関係者約30人が出席
しました。
　市道多久和六重線は令和５年５月に斜面が長さ90m、高さ
90mにわたって崩壊し、通行止めとなっています。現在、飯石・
中野地区を往来するには周辺の県道などを迂回して通行しなけれ
ばなりません。
　都間代表は「大規模な工事であり、高所の作業となることから、
特に安全面に配慮した施工に努めたい」とあいさつされました。

10/4㊎ 阿用小児童がいもほり体験！

▲一生懸命芋掘りをする子どもたち

　阿用小学校の全校児童が学校敷地内の畑でいもほり体験を
行いました。
　阿用小学校では、地域自主組織「阿用地区振興協議会」と連
携し、毎年、サツマイモの苗植え、芋掘り作業を行っています。
　当日は、５つの班に分かれた子どもたちが、地域の方に教
わりながら、一生懸命に畑を掘り起こし、丁寧にサツマイモ
を収穫しました。
　収穫後の振り返りで子どもたちは「班のみんなと協力して大
きなお芋が掘れてよかった」、「最後の年に、みんなが笑顔で作
業している姿を見ることができてよかった」と発表していました。

協 定10/12㊏ 長野県東
と う み

御市・雲南市
災害時相互応援協定締結式

　長野県東御市と災害時相互応援協定の締結式を雲南市役所で行いました。
　締結式では身体教育医学研究所　武

む

藤
とう

芳
よし

照
てる

名誉所長の立ち会いのもと、花
はな

岡
おか

利
とし

夫
お

東御市長と石飛市長が協

▲協定締結の様子

定書に署名しました。
　旧吉田村時代に旧御

み ま き

牧村（現 東御市）の先進的な水中運動
施設の取り組みを「ケアポートよしだ」として事業化したこと
をきっかけに交流がはじまり、現在まで身体教育医学研究所う
んなんを通じた交流が続いています。
　全国各地で大規模災害が相次いで発生している状況を踏ま
え、両市は遠距離にあり同時被災する可能性が少なく、どちら
かの被災時にも職員派遣等の相互応援が可能であることから、
合併20周年を契機に災害時相互応援協定を締結しました。



9 市報うんなん 2024.12

10/27㊐ たくさんの方に愛されて20年！日本たまごかけごはんシンポジウム
　第20回日本たまごかけごはんシンポジウムが生涯学習交流館（吉田
町）で開催されました。
　イベントを通じた地域振興、たまごかけごはん文化の定着による農業振
興を目的に続いているこのイベントは、今回も地域の方をはじめ県内外か
らたくさんのファン、リピーターなど約300人が来場しました。
　会場には、羽釜で炊かれた吉田町産のお米“コシヒカリ”や“つや姫”、
そして数種類のたまご、醤油、各種トッピングが用意され、参加者は過
去のイベントに登場したレシピや好みのオリジナルレシピでつくった ▲二人羽織りでたまごかけごはんを

　食べる出場者たち「たまごかけごはん」を味わいました。
　ステージでは、お米、たまご、醤油の生産者によるトークセッションや参加者による「たまごかけごはん
二人羽織り早食い合戦 !!」、たまごかけごはん専用醤油「おたまはん」の開発秘話の講演が行われました。

▲大会宣言を読み上げる和田副委員長

11/1㊎ 全国のブランド米産地の生産者が交流！
ブランド米サミットin島根

　全国ブランド米産地生産者交流大会 in島根（ブランド米サミット in島
根）が実行委員会（錦

にしこおり

織 満
みつる

委員長）の主催により木次経済文化会館チェ
リヴァホールで開催され、ブランド米産地の生産者、関係者などが参加し
ました。
　はじめに主催者を代表して錦織委員長が「日頃の悩みを本日の交流の
場で研鑽し合いながら、それぞれの持ち場で生かされることを祈るとこ
ろです。我々の食文化はお米無くしては語れません。これからも頑張っ
ていこう」とあいさつし、和

わ

田
だ

幹
みき

雄
お

副委員長が大会宣言を読み上げました。
　続けて、島根県立大学　籠

かご

橋
はし

有
ゆ

紀
き

子
こ

教授、月間食糧ジャーナル　鶴
つる

田
だ

 裕
ゆたか

編集部長を講師に招き、基調講
演が行われたほか、各ブランド米産地によるＰＲや各地のブランド米の試食が行われました。

10/23㊌ 雲南市総合社会福祉大会＆健康づくり講演会
　令和６年度雲南市総合社会福祉大会を木次経済文化会館チェリヴァ
ホールで開催し、福祉関係者など150人が参加しました。
　今年度100歳を迎えられる方々へ石飛市長から内閣総理大臣祝状およ
び記念品の伝達が行われ、併せて市から記念品が贈られました。続いて、
長年にわたり地域社会の福祉の増進に尽くされた方や団体へ社会福祉法
人雲南市社会福祉協議会の秦

はだ

 和
かず

夫
お

会長から表彰状および感謝状がそれ
ぞれ贈られました。また、「市民誰もが自分らしく輝き、支え合う福祉
のふるさとづくり」のために、市民に寄り添う福祉施策の展開と創意工 ▲内閣総理大臣祝状伝達の様子
夫による地域福祉活動に邁進する大会宣言が決議されました。
　式典後には、「みんなで学ぼう！歯と口の健康習慣～からだとお口の関係について～」と題して、雲南市
立病院の小

こ

池
いけ

尚
たか

史
し

歯科医師による健康づくり講演会が行われました。
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10/14㊊ みんな集まれ！
き♥

す き

駅フェス2024
　鉄道の日である10月14日に、「みんな集まれ！
き♥駅フェス 2024」を木次駅周辺で開催しました。
　このイベントは、「元気いっぱい！木次線まつり」、

「鉄道記念日イベント」、「秋の賑
にぎ

わい市」、「きすき
マルシェ」の４つのイベントを同日に開催したもの
で、当日は市内外より木次線などを利用し、約3,800
人の方々が来場しました。
　木次経済文化会館チェリヴァホールで、レールト
イなどの展示、木次線カレンダーをはじめとした鉄
道グッズの販売、木次線オリジナル缶バッジ製作体
験を行いました。ＪＲ車両基地では運転シミュレー
ター、軌道自転車運転体験などが行われ、普段では
体験できないものに参加者の方々は興味津々でした。 
　マルシェリーズや木次駅前商店街では、70店を
超えるキッチンカーや出店による飲食販売をはじ
め、射的やスーパーボールすくいなどが行われたほ ▲会場の様子

か、会場中央のメインステージでは、トロッコ列車
「奥出雲おろち号」車両備品譲渡式や雲南吹奏楽団
による演奏、三刀屋高校ダンス部やよさこい踊りが
披露され、会場はにぎわいました。

10/20㊐ さくらおろち湖祭り2024
　さくらおろち湖祭り2024がさくらおろち湖祭り実
行委員会の主催により、さくらおろち湖ボート競技
施設周辺で開催され、県内外から約5000人が来場し
ました。
　ステージイベントでは、横田高校吹奏楽部や仁多乃
炎太鼓の演奏、槻屋神楽保持者会による神楽上演や
Ｔ

チ ー ム

ＥＡＭ輪
りんねてんしょう

音天咲のよさこい踊りなどが披露されまし
た。雲南警察署の「出張オープンポリス」やはたらく
車の展示場では、普段間近で見ることのない白バイや
消防はしご車、除雪車などの運転席に座って写真撮
影をする親子などでにぎわいました。テント村には、
市内外から21店が出店。来場者はお目当ての品を次々
に買い求めて、食欲の秋を満喫しました。
　湖面ではレガッタやカヤックに乗ることができま
した。乗船者は、湖面から見上げるダム堤体や景色
を楽しみました。尾原ダム堤体見学会も行われ、た
くさんの家族連れでにぎわいました。
　途中、環境美化活動協力団体への感謝状の贈呈式 ▲たくさんの来場者でにぎわう会場

が行われたほか、第10回さくらおろち湖写真コン
テスト受賞者への表彰も行われました。

 環境美化活動感謝状贈呈団体 　
　◦株式会社共立エンジニヤ　
　◦大原森林組合



【問】林業振興課　℡0854-40-1056

雲南コミュニティ
ハイスクール

高校生ニュース
ＵＣＨ！

vol.32

2024/4/5　木次町2024/4/5　木次町 2024/1/4　三刀屋町2024/1/4　三刀屋町
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【問】キャリア教育政策課　℡0854-40-1074

　このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿
を伝えていきます。

「雪
ゆき
姫
ひめ
舞
まい
」販売活動

　アジア最大級のスーパーマーケットで、宇山営農組
合などの協力を得て生産した掛合分校オリジナル米「雪
姫舞」のＰＲ・販売活動を実施しました。彰

しょうかけんじりんちん
化縣二林鎮

の小中学生、高校生の協力も得ながら、たくさんの方
に試食・購入いただきました。

真
しん
理
り
大学訪問

　大礼拝堂で開かれた歓迎式で盛大に迎えていただい
た後、掛合分校の紹介、中国語授業、アーチェリーク
ラブでの活動を通じて大学生との交流を深めました。

 高校生の声 
●�言葉が通じず戸惑いましたが、スマートフォンの翻訳
機能やジェスチャーを交えて徐々に会話することが
できました。言語は違っても意思疎通ができたり分
かり合えたり、最後には友達となることもできました。
●�とても緊張したけど、試食を提供したり、お米の購
入者にプレゼントを渡したりすることができ、たく
さんの人に喜んでもらうことができました。

 先生の声 
●�期待と不安を胸に出発しましたが、海外の生活習慣
や文化に触れ、それぞれが大きな刺激を受けること
ができました。集団行動を意識しつつ、個々が役割
をしっかりと果たし、交友関係も深まる有意義な研
修旅行となりました。

　雲南市は、令和元年に真理大学、令和５年に彰化縣
二林鎮とそれぞれ友好協力に関する確認を交わしてい
ます。

▲販売活動の様子 ▲アーチェリークラブ体験

　今回は、国際理解や地域貢献意欲を高める
ことなどを目的に、10月24日から２泊3日の
日程で実施された三刀屋高校掛合分校（２年
生）の台湾研修旅行の様子を紹介します。

二林鎮の皆さんと記念撮影

▲

山
やま

田
だ

　稔
とし

紀
き

鳥獣対策コーディネーター

など、集落周辺を餌場にさせない環境づくりが必要不可欠です。
　ニホンザルによる被害の相談や、被害防止対策について勉強会を希望される場合は、林業振興課までお問い合
わせください。

　今回のテーマは「ニホンザル」に
ついてです。
　ニホンザルは群れで活動し、一度
に数頭～数十頭が農地に侵入する
ため、壊滅的な被害が発生します。また、手先が器用で頭がいいので、侵入
の防止対策も一筋縄ではいきません。そのため、イノシシなどに比べ対策費
用が高くなりやすく、被害の多い地域では営農意欲の低下も心配されます。
　調査の結果、市内には６つ以上の群れが生息していると推定されています。
大型檻での捕獲や追い払いなど、市としても対策に力を入れていますが、被
害防止のためには捕獲や追い払いだけではなく、
　・果樹に実がついたまま放置しない
　・利用しない作物などを畑に放置しない
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柿
かきもと

本 篤
あつひろ

宏ちゃん（三刀屋町）
光
みつひろ

宏さん・成
なるみ

美さんのお子さん
あっくん誕生日おめでとう❗
すくすく大きくなってね��

田
た な か

仲 陽
ひ な た

向ちゃん（加茂町）
　繁
しげる

さん・悠
ゆ り か

里香さんのお子さん　
ひーくん、誕生日おめでとう��
美味しいものを食べて、たくさん笑って、
ステキな１年にしようね��

鳥
と や

谷 煌
お う き

來ちゃん（大東町）
雅
まさとし

俊さん・佐
さ ち こ

知子さんのお子さん
誕生日おめでとう��　いつもみんなを
笑顔にしてくれる可愛いおうちゃん

��

大好きだよ��

永
な が た

田 莉
り ほ

帆ちゃん（木次町）
大
だいち

地さん・伽
か な

奈さんのお子さん
ニコニコりほちゃん��　たくさんの
大好きなものや人に囲まれて、毎日楽し
く過ごしてね✨� お誕生日おめでとう��

山
やまもと

本 晴
は る き

生ちゃん（掛合町）
生
いくま

馬さん・明
あきな

奈さんのお子さん
はるちゃん１歳おめでとう☺ 
沢山食べて、沢山遊んで、沢山寝て、
すくすく育ってね❣

谷
たにぐち

口 湊
み な と

柊ちゃん（木次町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
１歳おめでとう⭐
沢山遊んで元気に大きくなってね❗
生まれてきてくれてありがとう❗

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

わが家の

EHOPEHOP 12月で満１歳おめでとう12月で満１歳おめでとう

１月で満１歳（令和６年１月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで12月６日(金)までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課 ℡0854-40-1015　
　※スマートフォンで撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。
　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※ 郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の連絡をします。投稿後、当課から連絡がないときは問い合わせください。

郵送される場合の宛て先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家のHOPE」係

E-Mail を送られる場合の宛て先
　kouhoukouchou@city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　の
ど
の
痛
み
、
扁
桃
炎
の
原
因
と
な
る
溶
連
菌
で
す
が
、
風
邪
と
は

違
う
点
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
は
劇
症
型
連
鎖
球
菌
感
染
症
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
溶
連
菌
と
は
、
溶
血
性
連
鎖
球

菌
の
略
称
で
す
。
一
般
的
な
風
邪

の
原
因
と
な
る
「
ウ
イ
ル
ス
」
と

は
違
う
、「
細
菌
」
で
す
。

　
子
ど
も
で
咽
頭
炎
、
扁
桃
炎
と

し
て
発
症
し
や
す
く
、
の
ど
の
強

い
痛
み
、
発
熱
、
首
の
リ
ン
パ
節

の
腫
れ
な
ど
が
生
じ
ま
す
。
の
ど

が
少
し
赤
い
程
度
で
な
く
、
真
っ

赤
に
な
り
や
す
い
で
す
。
体
や
四

肢
に
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
発
疹
が
広

く
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
抗

菌
薬
で
治
療
し
ま
す
。
処
方
薬
は

必
ず
飲
み
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
咳
や
鼻
水
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る

風
邪
症
状
は
、
通
常
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
風
邪
症
状
の

場
合
は
、
他
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

ま
ず
は
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

３
歳
未
満
で
は
溶
連
菌
で
の
咽
頭

炎
・
扁
桃
炎
は
ま
れ
で
す
。

„„
検
査
陽
性
＂＝

検
査
陽
性
＂＝
„„
溶
連
溶
連

菌
感
染
症
＂
で
は
な
い
！

菌
感
染
症
＂
で
は
な
い
！

　
の
ど
に
は
常
に
細
菌
が
存
在

し
、
症
状
を
起
こ
し
て
い
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
保
菌
、
常
在
菌

と
い
い
ま
す
。
実
は
、
溶
連
菌
を

保
菌
し
て
い
る
人
の
割
合
は
多

く
、
５
％
か
ら
30
％
ま
で
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
が
な
け
れ

ば
感
染
を
広
げ
る
リ
ス
ク
は
低

く
、
基
本
的
に
は
治
療
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、前
述
の
よ
う
な
咳
、

鼻
水
の
風
邪
症
状
の
方
で
も
、
検

査
す
る
と
保
菌
で
も
陽
性
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
は
抗
菌
薬
は
効
き

ま
せ
ん
。
抗
菌
薬
の
使
用
で
は
、

胃
腸
症
状
な
ど
の
副
作
用
だ
け
で

な
く
、
薬
が
効
き
に
く
い
薬
剤
耐

性
菌
の
発
生
が
助
長
さ
れ
る
な
ど

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
溶
連
菌
検
査
を
行

う
べ
き
か
ど
う
か
、
検
査
結
果
を

ど
う
解
釈
す
る
か
は
、
症
状
と
診

察
所
見
か
ら
、
慎
重
な
判
断
を
要

し
て
い
る
こ
と
も
ご
承
知
く
だ
さ

い
。

「
人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
」

「
人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
」

と
し
て
重
い
症
状
を
起
こ

と
し
て
重
い
症
状
を
起
こ

す
こ
と
も

す
こ
と
も

　
溶
連
菌
は
、
と
び
ひ
の
よ
う
な

皮
膚
の
感
染
症
を
起
こ
す
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
年
は
、
劇
症
型
連

鎖
球
菌
感
染
症
と
い
う
重
症
例
の

報
告
が
、
過
去
最
多
、
例
年
の
数

倍
に
な
っ
て
い
る
と
、
た
び
た
び

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
よ

り
も
成
人
で
多
い
で
す
。
皮
膚
の

一
部
だ
け
で
な
く
、
急
激
に
筋
肉

な
ど
の
深
部
ま
で
感
染
が
広
が
り

壊
死
を
起
こ
し
た
り
、
多
臓
器
不

全
を
起
こ
す
な
ど
、
危
険
な
経
過

を
と
り
ま
す
。
同
じ
溶
連
菌
な
の

で
す
が
、
初
期
で
重
症
化
の
予
測

は
困
難
で
す
。
四
肢
や
体
の
部
分

的
な
腫
れ
、
発ほ

っ
赤せ
き
や
痛
み
が
急
激

に
広
が
り
悪
化
し
た
り
、
発
熱
や

悪
寒
も
あ
る
場
合
は
、
注
意
を
要

し
ま
す
の
で
、
早
急
に
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

溶連菌での一般的な咽頭炎、扁桃炎の特徴
・５～15歳で多い
・のどの強い痛み
・のどが真っ赤、扁桃腺が腫れる
・首のリンパ節が腫れる
・咳、鼻水は出ない

「
溶
連
菌
感
染
症
、
ど
ん
な
こ
と
に

「
溶
連
菌
感
染
症
、
ど
ん
な
こ
と
に

注
意
が
い
る
で
し
ょ
う
か
？
」

注
意
が
い
る
で
し
ょ
う
か
？
」

小
児
科
診
療
科
部
長
　樋ひ

　口ぐ
ち

　
　
　強つ

よ
し

家族が溶連菌感染
と言われました。
咳が出るので検査
希望です。のどなどを診て

判断させてくだ
さい。

（溶連菌の症
状

ではないかも．
．．）
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雲南病院だより

　市報８月号にて、今年度より理学療法士が小中学生
などに対して運動器疾患・障がいの予防教育を実施し、
児童生徒等の運動器の健康を推進するとともに、心身
の健全な成長、発達に資することをめざす「スクール
トレーナー制度」についてお知らせをしました。
　当院リハビリテーション技術科は、今年度より正式
に雲南市教育委員会・身体医学教育研究所うんなんと
協働し、認定スクールトレーナーを学校に派遣する取
り組みを開始しています。
　昨年度より実際に学校現場からのお悩みなどを聴く
と、「姿勢が悪い子が多い」、「よく怪我をする」、「昔
の子たちと比べて体力がない子が多い」などの意見が
多く聞かれました。
　スポーツ庁によると、子どもの体力は昭和60年を
ピークに低下傾向の水準をたどり、特に新型コロナウ
イルスが流行した数年はより低水準となっています。
　全国的に現代の子どもの運動習慣として、「運動の
二極化」が問題とされてきています。分かりやすく表
現すると「普段からたくさん運動している子」と「普
段はほとんど運動しない子」とに分けられています。
　何が問題かというと、両方ともに運動器（骨、筋肉、
関節、神経）の機能を害する可能性があるということ
です。

　運動をたくさんするということは体力の向上につな
がりますが、あまりに過度となると大人に比べて骨の
強度が弱いのでけがをしてしまう可能性もあります
（例：野球肘）。
　また、あまりにも運動しないことによって体力の低
下を引き起こし、姿勢が悪くなったり、不慮の事故・
けが（例：転んで顔を打って歯が折れた）を起こした
り、生活リズムの乱れから肥満などの小児生活習慣病
を引き起こすこともあります。
　10月現在までに、西日登小学校・西小学校・田井
小学校から依頼を受け、「姿勢や学童期の体づくりへ
の理解」、「楽しく運動に取り組むこと」などをテーマ
に、良い姿勢のポイントをお知らせし、実際に良い姿
勢と悪い姿勢を体感してみたり、運動遊びなどを通し
て、まずは運動に親しんでもらえるような取り組みを
行いました。皆さんが本当に真剣に講義を聞いてくれ、
実技ではみんなが笑顔あふれる時間となりました。
　今後も大切なお子さんの心身の健康を守るべく、学
校や児童生徒、保護者の皆さんの希望に沿った内容や
相談事業、運動器予備検査などの事業を検討していき
ます。

＜認定スクールトレーナー制度とは＞
　認定スクールトレーナー制度は「運動器の健康日本協会」が創設をめざして準備をすすめ、本年２月に内閣
府から公益目的事業として認定された新しい取り組みです。

リハビリテーション技術科　理学療法士
（運動器の健康・日本協会認定スクールトレーナー）　影

かげやま
山　哲

てつ
士
し

子どもたちの身体と心の健康を支えます子どもたちの身体と心の健康を支えます
認定スクールトレーナー制度認定スクールトレーナー制度

▲ボールを使っての運動遊びを行っている様子▲座り方のポイントを実演
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雲南病院だより

　９月５日㈭、第１回市民健康講座を雲南市立病院４階大会議室で開催し、33人が参加しました。今回は、
「“災害”に備えよう！」をテーマに５人の講師が話をしました。
　・能登半島地震の実際の写真を使ったD

ディーマット
MATの活動報告

　　　（雲南市立病院　診療局内科　永
なが
瀬
せ
正
まさ
樹
き
医師）

　・災害発生時の保健師の役割～令和６年能登半島地震から考える～
　　　（雲南保健所　医事・難病支援課　宇

う
都
つの
宮
みや
拓
たく
也
や
保健師）

　・災害に備えよう～令和６年能登半島地震保健師派遣から～
　　　（雲南市　保健医療政策課　村

むら
尾
お
奈
な
津
つ
子
こ
保健師）

　・災害時に備えた薬の準備
　　　（雲南市立病院　薬剤科　上

じょう
代
だい
研
けん
吾
ご
薬剤師）

　・災害関連死を予防するために
　　　（雲南市立病院　リハビリテーション技術科　吉

よし
岡
おか
健
けん
太
た
郎
ろう
理学療法士）

― 災害に備えよう！今回の講座の４つのポイント  災害に備えよう！今回の講座の４つのポイント ―
１．自分で行う発災への備え
自身で行う発災に備えた食料などの備蓄は３日分以上必要です。
２．災害発生時の住民同士での支え合い　～地域の力～
普段から地域に相談できる人がいること、顔見知りの人がいること、地域に出掛けられる場所があ
ることが災害発生時の安全・安心、また、早く日常を取り戻すことにつながります。
３．お薬手帳を「あなたの健康手帳」として活用する
どこの医療機関、薬局であっても同じ１冊のお薬手帳を使い、薬が前回と同じ内容だとしてもお薬
手帳に薬歴を残すようにしましょう。また、万が一に備え、お薬手帳を普段から持ち歩くこと、自
宅ではいつでも持ち出せる場所や家族でも分かる場所に置いておくことが大切です。
４．災害関連死の原因となる生活不活発病・エコノミークラス症候群の予防
生活不活発病は普段の生活の中で「社会参加の低下」、「生活動作のやりにくさ」、「生活動作量の制
限」が原因で起こるとされています。また、エコノミークラス症候群を予防するために、足を動か
す運動、ストレッチ、水分をとる、ベルトをきつく締めないなどの方法があります。

　　　　　第２回 市民健康講座を開催します！第２回 市民健康講座を開催します！
市民健康講座

～家族を守り隊！！ここで学んであなたも“おうちナース”になろう～
テーマ：「わたしたちに身近な“アレルギー”の話」

　　　　　　　　　　　　講師　雲南市立病院　診療局耳鼻咽喉科　佐
さ
野
の
啓
けい
介
すけ
医師

アレルギーの仕組みや対策、予防方法について専門職から話を聞き、アレルギーと上手に
付き合っていく方法について一緒に考えてみませんか。

【開催日時】令和７年３月５日（水）14：00～16：00
【開催場所】雲南市立病院　４階大会議室
【参 加 費】無料
【予約・問い合わせ先】雲南市立病院　保健推進課　℡0854-47-7510

【参加者の感想】
災害に備えてどのような準備を
したら良いかや災害時のお薬
手帳の使い方について知ること
ができて良かったです。家に
帰ったら家族に伝えたいと思い
ました。

第１回市民健康講座を開催しました！第１回市民健康講座を開催しました！
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雲南病院だより

　10月２日（水）～４日（金）の３日間、大東中学校３年生の
生徒４人の職場体験学習を受け入れました。
　１日目は手術室見学や手術着体験、病棟での看護師体験を
行いました。
　２日目、３日目は医療技術職の体験と病院ボランティアの
方々と作業を行いました。

先日いただいた質問はこれです。

「最近、うちのお父さんが一人で食事をする
ことが多くなってますが、大丈夫ですか？」
　一人で食事を摂ることを「孤食」といい、精神的健
康に関連があるといわれています。最近、独居の方や
ご家族が働きに出ることによる日中独居の方が多く
なっています。孤食に関しては、気付かないうちに精
神的健康を害する可能性があります。

　最近の研究では、日本の高齢者を対象として、
　「孤独の強さが自殺率の高さにつながっていること」

が明らかになっています。

　特に、食事を一人で摂ることが多い高齢者に関して
は、自殺率が高くなり、最大で３～４倍高くなるよう
です。現在の地域では孤食を行っている方が増加して
おり、今後さらに地域の高齢者の精神的健康が悪化す
る可能性があります。

　新型コロナウイルス感染症に対する感染対策も重要
ですが、高齢者の孤食の頻度を減らし、地域参加を促
していくためにも、地域全体として、いろいろな地域
のつながりを作る取り組みを行っていけるといいです
ね。

　では、引き続き健康に気を付けながら健やかに過ご
しましょう。

　初めは緊張している様子でしたが、慣れていくうちに表情も明
るくなり参加した生徒からは、「今までは知らなかった職種に興
味が持てた」と感想をいただきました。
　たくさんの部署を経験し、盛りだくさんな３日間を過ごしても
らえたと思います。
　今回の経験が皆さんの進路を考える際の参考になれば幸いで
す。

手術室見学の様子

中学生の『夢』発見ウィーク中学生の『夢』発見ウィーク

手術着体験

▲

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の皆さんが
困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第51回：「孤食を避けて心理的健康を保つ」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」
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国
民
の
健
康
に
関
す
る
方
針
「
健
康

日
本
21
（
第
三
次
）」
で
は
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
健
康
づ
く
り
を
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
ボ
ッ

チ
ャ
を
は
じ
め
と
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
で
誰
も
が
一
緒
に
な
っ
て
運
動

が
で
き
る
機
会
の
創
出
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
普
段
運
動
に
馴
染
み
の
な
い

方
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
雲
南
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
て
い

ま
す
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
、
運
動

の
得
意
不
得
意
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
で

す
。
研
究
所
う
ん
な
ん
と
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
室
で
は
、
昨
年
度

か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
大
切
さ
を
伝

え
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
も
と
も
と
、
重
度
脳
性

ま
ひ
者
や
重
度
四
肢
機
能
障
が
い
者
向

け
に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ

〈高血圧・脳卒中予防に関する啓発活動の紹介〉〈高血圧・脳卒中予防に関する啓発活動の紹介〉
　自分の健康に関心を持ち、日常的に健康づくりに取り組めるよう、さまざ
まな機会を通して減塩やたばこ、アルコールについて啓発をしています。

〈第２期データヘルス計画を策定しました〉〈第２期データヘルス計画を策定しました〉
　市では、第２期雲南市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）を策定し、令和６年度から運
用しています。島根県の調査によると市内の脳血管疾患による死亡率が減少していることが分かりました。
これは上記のような地道な普及啓発が功を奏しているものと考えられます。

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
８
月
末
に
開
催
さ
れ
た
パ

リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

日
本
人
選
手
が
３
大
会
連
続
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
こ
と
で
も
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、

ボ
ッ
チ
ャ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
、
近
年
で
は
「
障
が
い
者
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
」か
ら
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル（
普

遍
的
な
）
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

ボッチャを楽しむ参加者たち（出前講座）

こんにちは、

です。

232

保健師保健師保健師保健師

※この二 次 元コードをス マートフォン などで 読 み 取ると研 究 所 ホーム ペ ージ が
   閲 覧 できます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん ( ℡ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
健
康
づ
く
り

高血圧 ・脳卒中予防の活動を紹介します

集団特定健診会場
フードモデルやチラシを用いた

啓発

健康増進普及月間
市役所で減塩やたばこに関する

啓発

各地区祭り
各地区のお祭りで減塩や検診

受診に関する啓発

My Stories
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国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

第36話　「慰めチキ」11周年第36話　「慰めチキ」11周年

　12月がやってくると、フライドチキンに感謝します。　12月がやってくると、フライドチキンに感謝します。
　そう。日本のクリスマスならではの食事に癒された時　そう。日本のクリスマスならではの食事に癒された時
を思い出します。を思い出します。
　時は平成25年12月。目も心もキラキラな留学生の僕　時は平成25年12月。目も心もキラキラな留学生の僕
は、ある女性のことが好きになりました。恋愛に対しては、ある女性のことが好きになりました。恋愛に対して
自信があまり持てず、ましてや３ヵ国語で可愛い女性に自信があまり持てず、ましてや３ヵ国語で可愛い女性に
話しかけることはなおさら自信が持てませんでした。話しかけることはなおさら自信が持てませんでした。
　それでも、どうにか勇気を出して、クリスマスの花火　それでも、どうにか勇気を出して、クリスマスの花火
を観に誘うことができました。デート当日までメールでを観に誘うことができました。デート当日までメールで
のやりとりが結構順調に進んでいたし、本番も上手くいのやりとりが結構順調に進んでいたし、本番も上手くい
きそうではと思いました。しかし、本番の日、12月24きそうではと思いました。しかし、本番の日、12月24
日は真逆でした。日は真逆でした。
　無口な２人は無口に地下鉄に乗り、無口に花火を鑑賞、　無口な２人は無口に地下鉄に乗り、無口に花火を鑑賞、
そのまま帰りました。当時の僕はまるで車のヘッドライそのまま帰りました。当時の僕はまるで車のヘッドライ
トに照らされた小鹿みたいに動けなかったのです。もちトに照らされた小鹿みたいに動けなかったのです。もち
ろん、セカンドデートなどありませんでした。ろん、セカンドデートなどありませんでした。

　今振り返れば、あの人の優しさを勘違いしてしまった　今振り返れば、あの人の優しさを勘違いしてしまった
ことは明らかです。ホストファミリーのお父さんにデーことは明らかです。ホストファミリーのお父さんにデー
トレポートを話したら、「大変だね。お疲れ様」とばかトレポートを話したら、「大変だね。お疲れ様」とばか
りにビールと家族に買ってきたフライドチキンを盛ってりにビールと家族に買ってきたフライドチキンを盛って
出してくれました。出してくれました。
　こうやって、日本のクリスマス文化に初めて触れて、　こうやって、日本のクリスマス文化に初めて触れて、
そして慰められたのです。そして慰められたのです。
　11年後、「慰めチキ」へ感謝を申し上げます。　11年後、「慰めチキ」へ感謝を申し上げます。

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ

　今回は、大東町のG
ゲ ス ト

uesth
ハ ウ ス

ouse I
イ キ ル

KIRUにて「ゲストハウス
の運営課題を人の繋がりで面白くするアイデア」をテーマに、
Guesthouse IKIRU代表　吉

よし

田
だ

勇
ゆう

輝
き

さんを話題提供者として迎
え、23人が参加しました。
　吉田さんは、令和５年に雲南市に移住され、起業型地域おこし
協力隊S

シ ー ド

eedに着任後、大東町阿用地区の古民家を購入し、令和
７年１月の開業に向けて改修を進められています。

　市内の事業者が集まり、新規事

　最初に、吉田さんから、雲南市でゲストハ
ウスを開業しようとしたきっかけや活動内
容、今後の運営課題について話されました。
　その後、改修中の古民家の中を見学し、グ
ループに分かれて事業の運営課題を人のつな
がりで面白くするアイデアについて意見を出
し合いました。最後は、みんなで出された意
見をもとに自身の明日からのSHIFT（実践し
ていくこと）を発表しました。

業や事業転換（SHIFT）のきっかけ作りを行う
場「事業創出ラボＳＨＩＦＴ」を開催しました。

10月23日（水）「事業創出ラボ10月23日（水）「事業創出ラボSS
シ フ トシ フ ト

HIFTHIFT」を開催しました。」を開催しました。
市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

HH
こんにちはこんにちは

elloello  UU
うんなんうんなん

nnannnan!!

名古屋の留学後まさか11年も経ったとは、膝も腰も
きしんでいます。

明日からのSHIFTを掲げる参加者一同

グループで出たアイデアの全体共有 明日からのSHIFTの全体共有
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そ
の
他

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

暮
ら
し
・
手
続
き

暮
ら
し
・
手
続
き

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

人
権
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

 

■
12
月
４
日
か
ら
10
日
は 

　
　
　
　
　
　
　「
人
権
週
間
」

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で

す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
啓
発
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
自
分
の
権
利
を
当
た
り

前
に
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

 

■ 
特
設
人
権
相
談
所
を 

                          

開
設
し
ま
す

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
を
し
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

や
困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
東
町

開
設
日
：
12
月
４
日
㈬

時
　
間
：
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

加
茂
町

開
設
日
：
12
月
４
日
㈬

時
　
間
：
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

木
次
町

開
設
日
：
12
月
４
日
㈬

時
　
間
：
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
　
所
：
木
次
経
済
文
化
会
館

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

三
刀
屋
町

開
設
日
：
12
月
10
日
㈫

時
　
間
：
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
　
所
：
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

吉
田
町

開
設
日
：
12
月
２
日
㈪

時
　
間
：
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

場
　
所
：
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

掛
合
町

開
設
日
：
12
月
３
日
㈫

時
　
間
：
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
　
所
：
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は 

　
　
　
届
け
出
が
必
要
で
す

税
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
令
和
６
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
必
ず
12
月
末
日
ま
で
に
次
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■ 

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を 

                  

取
り
壊
し
た
場
合

　
法
務
局
で
滅
失
登
記
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
（
滅
失
登
記
が
完

了
す
る
と
、
法
務
局
か
ら
登
記
さ

れ
た
旨
が
市
へ
通
知
さ
れ
る
た
め
、

市
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
）。

　
滅
失
登
記
の
詳
細
は
、
松
江
地

方
法
務
局
出
雲
支
局
（
℡
０
８
５

３-

21-

０
７
２
１
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
12
月
末
日
ま
で
に
滅
失
登
記
の

申
請
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

税
務
課
か
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課
・
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
の
い
ず

れ
か
に
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

■ 

未
登
記
家
屋
を 

                 

取
り
壊
し
た
場
合

　
税
務
課
か
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民

福
祉
課
・
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
の
い

ず
れ
か
に
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
家
屋
滅
失
届

に
基
づ
き
現
地
確
認
を
行
い
、
翌

口座振替の方は、前日までに
残高を確認してください。

今月の税金
●固定資産税【第３期】
●国民健康保険料【第６期】
●後期高齢者医療保険料【第６期】
納期限は12月25日（水）です。

【問】雲南市選挙管理委員会　℡0854-40-1090

１月19日（日）は、雲南市長選挙です！
任期満了による雲南市長選挙を令和７年１月19日（日）に行います。
選挙の告示日（立候補届出日）は令和７年１月12日（日）です。

【日　時】12 月７日（土）９時30分～（受け付けは９時開始）
【場　所】雲南市役所本庁舎５階全員協議会室

下記の日程で説明会を開催しますので、立候補を予定されている方は出席してください。

※説明会の出席者は、１立候補予定者につき２人以内とさせていただきます。

選挙名称 選挙すべき数

雲 南 市 長 選 挙 １人

お知らせお知らせ
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そ
の
他

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

年
度
の
課
税
対
象
か
ら
除
き
ま

す
。

※�

令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
課
税

明
細
書
に
既
に
取
り
壊
し
た
家

屋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は

税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
賦
課
期

日
（
１
月
１
日
）
現
在
に
所
有

し
て
い
る
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
が
課
税
の
対
象
で
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
６
年
中
に
取
り

壊
し
た
家
屋
は
令
和
７
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※�

取
り
壊
し
た
家
屋
が
住
宅
の
場

合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例

措
置
の
適
用
が
無
く
な
り
、
翌

年
度
の
土
地
に
係
る
固
定
資
産

税
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

下
水
道
に
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
異
物
を
流
さ
な
い
で 

く
だ
さ
い

上
下
水
道
局
下
水
道
課

℡
０
８
５
４-

42-

３
４
７
１

　
最
近
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に

異
物
が
流
入
し
て
ポ
ン
プ
が
停
止

す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
流
れ
て
き
た
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
が
そ
の
原
因
で

す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
故
障
す

る
と
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
道

路
に
あ
ふ
れ
た
り
、
家
庭
の
排
水

設
備
（
ト
イ
レ
や
台
所
、
洗
面
所

な
ど
）
か
ら
汚
水
が
逆
流
し
て
し

ま
う
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　
水
に
溶
け
な
い
も
の
は
全
て

異
物
に
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
（
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
、
生
理

用
品
、
紙
お
む
つ
、
布
な
ど
）
は

下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

農
用
地
区
域
の
除
外
申
し
出

は
１
月
31
日
ま
で
に

農
業
畜
産
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
５

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
９
２

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定

め
る
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
農
用
地
区
域
へ
の
編

入
や
農
業
用
施
設
な
ど
の
用
地
と

し
て
用
途
を
変
更
す
る
場
合
も
同

様
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
農
用
地
区
域
と
は

　
県
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
農
業

の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
地
域
を
「
農
業
振
興
地

域
」
と
し
て
定
め
て
お
り
、
そ
の

区
域
内
の
農
地
を「
農
用
地
区
域
」

と
い
い
ま
す
。

■
農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
住
宅
用
地
や
駐
車
場
、

墓
地
な
ど
の
農
地
以
外
の
用
途
に

す
る
こ
と
を
「
転
用
」
と
い
い
、

農
地
法
な
ど
関
係
法
令
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
自
由

に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
ど
こ
で
も
許
可
が
得
ら
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
農
用
地
区
域
内
で
の
転
用
に
は

　
農
用
地
区
域
内
で
や
む
を
得
ず

転
用
す
る
場
合
は
、「
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
」
の
手
続
き
が
完

了
し
た
後
で
な
い
と
転
用
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
転
用
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、

事
前
に
農
業
畜
産
課
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
地
元
農
業
委
員
ま
た

は
推
進
委
員
へ
相
談
し
、
除
外
手

続
き
が
必
要
か
ど
う
か
確
認
の
う

え
、
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
除

外
申
出
書
を
農
業
畜
産
課
か
総
合

セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
除
外
申
し
出
の
時
期
は

　
除
外
申
し
出
の
受
け
付
け
は
、

毎
年
７
月
末
と
１
月
末
の
年
２
回

で
す
。
受
け
付
け
後
、
県
と
の
協

議
な
ど
を
経
て
除
外
の
手
続
き
が

完
了
す
る
ま
で
最
短
で
も
７
ヵ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
除
外
完
了
後
か
ら
転
用

許
可
ま
で
も
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
転
用
の
計
画
が
あ
る
方
は
早

め
に
相
談
・
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
相

談
は
農
業
畜
産
課
で
、農
地
転
用
・

農
地
の
売
買
な
ど
の
相
談
は
農
業

委
員
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
４
月
か
ら
建
築
物
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
す

建
築
住
宅
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

■
確
認
申
請
の
対
象
範
囲
の
変
更
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
た
に
確
認
申
請
が
必
要
に
な

る
場
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

都
市
計
画
区
域
外
に
、
木
造
２

階
建
て
や
２
０
０
㎡
を
超
え
る

木
造
平
屋
建
て
の
建
物
を
建
築

す
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
建
物
に

10
㎡
を
超
え
る
増
築
を
す
る
場

合
に
も
必
要
で
す
）

・�

全
て
の
地
域
に
お
い
て
木
造
２

階
建
て
や
２
０
０
㎡
を
超
え
る

木
造
平
屋
建
て
の
建
物
に
大
規

模
な
修
繕
・
模
様
替
え
を
す
る

場
合

■
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
義
務
化
　

　
原
則
、
全
て
の
住
宅
・
建
築
物

を
新
築
・
増
改
築
す
る
際
に
、
省

エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
適
用
の
除
外
も
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
金
出
張
相
談

市
民
生
活
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
出
張
相
談
で
の
年
金
手
続
き
・

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※�

予
約
は
、
前
日
（
前
営
業
日
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
日
】

　
12
月
18
日
㈬
10
時
か
ら
14
時
45

分
ま
で
（
15
時
30
分
終
了
予
定
）

【
場
所
】
雲
南
市
役
所
本
庁
舎

【
予
約
の
手
順
】

①�

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

②�

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で

「
１
」
の
後
に
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

担
当
者
に
「
雲
南
市
役
所
で
の

出
張
相
談
予
約
」
と
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤�

担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
年
金
事
務
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０
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そ
の
他

【問】行財政改革推進室　℡ 0854-40-1021

令和７年４月１日から公共施設の使用料が変わります

※土・日・祝祭日、年末年始12月29日（日）～1月3日（金）を除く。

　公共施設の使用料については、近年の急激な物価高騰や賃金水準の上昇に伴う維持管理経費
※1
の増加

をうけ、使用料を引き上げる条例改正案を令和６年９月議会に提出し、可決されました。
　雲南市では、令和元年 10月１日以来の使用料改定となります。これ以前も含め概ね５年ごとに施
設の維持管理経費の状況を踏まえて、使用料の見直しが必要な場合は使用料改定をしてきました。な
お、下記の「使用料設定の基本的な考え方」や「使用料設定のポイント」はこれまでと同様です。
　利用される皆さんのご理解をよろしくお願いします。

【使用料設定の基本的な考え方】�
（1）受益者負担の原則
　施設を利用される方と利用されない方との負担の公平を図るため、施設を利用される際には使用料の負担を
お願いしています。

（2）使用料の根拠の明確化
　　施設の使用料は、「維持管理経費」や「稼働状況」などを基に計算しています。
【使用料設定のポイント】�
〇施設の建設費用は、使用料の計算の対象にはしていません。
〇使用料は施設の種類と部屋の大きさなどに応じて設定しています。
〇�市外の方が貸館施設、交流センター、体育館を使用される場合は使用料に100％加算します（一部例外があります）。
〇施設を営利目的で使用される場合は使用料に100％加算します。
〇「市外の方」が「営利目的」で使用される場合は使用料に200％加算します。

【注意点】�
　令和７年３月31日以前に施設の使用を予約された場合でも、実際の使用日が４月１日以降であれば改定後
の使用料が適用されますのでご注意ください。

施設の種類 単位 施設使用料 備考

貸館施設※２

交流センター施設 1時間
部屋の面積ごとの使用料とします。
30㎡未満220円／（以降は20㎡刻みで設定します）
50㎡未満430円／70㎡未満650円
90㎡未満840円／110㎡未満1,070円

冷暖房費を含んだ使用料です。冷暖房を使
用しない場合は別途設定します。
ホール・体育館・福祉施設等に付属する会
議室等の使用料は貸館施設に準じます。

※２　「貸館」とは会議室、談話室、実習室等の貸室です。

ホール 1時間

古代鉄歌謡館　劇場2,300円
加茂文化ホール（ラメール）
　大ホール7,970円／ふれあいホール2,300円
木次経済文化会館（チェリヴァホール）
　ホール4,840円
三刀屋文化体育館（アスパル）
　アリーナ可動席利用8,960円

面積に応じた使用料です。
冷暖房費は施設使用料に30％加算します。

体育館（一般型）※３
1時間

全面使用　2,270円 冷暖房費は施設使用料に30％加算します。
半面使用は半額とします。　〃　（地域密着型）※３ 全面使用　1,280円

※３　�体育館のうち、「一般型」に分類されるのは大東公園体育館と三刀屋文化体育館です。�
「地域密着型」に分類されるのは、一般型を除く、主に地域の皆さんが利用される体育館です。

プール　個人使用 1回
Ｂ＆Ｇ海洋センター（ラソンテ）
　未就学児�無料／小・中学生　230円
　高校生・一般（65歳以上）　360円
　一般（65歳未満）　610円

月年会員料金については別途設定します。

陸上競技場 1時間 大東ふれあい運動場
　トラック1,380円／フィールド1,380円 照明施設使用は使用料に加算します。

野球場 1時間 芝グラウンド　1,380円
土グラウンド　1,150円

照明施設、ボード・本部席使用は使用料に
加算します。

テニスコート 1時間
1面

芝コート　570円または460円
砂コート　340円 照明施設使用は使用料に加算します。

運動広場 1時間 広場（大）　690円／広場（中）　570円
広場（小）　460円 照明施設使用は使用料に加算します。

※ 1�維持管理経費…�ここでは人件費、光熱水費およびその他管理運営のため必要な経費のことであり、施設の建設費
用や大規模改修といった投資的な経費は含みません。

◆使用料単価の代表例（改定後）

＊各施設の具体的な使用料については、施設にお問い合わせください。
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そ
の
他

除
雪
関
連

除
雪
関
連

道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

建
設
工
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

　
今
年
も
雪
が
降
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
積
雪
状
況
に
よ
り
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
が
、
除
雪
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
点

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・�

自
動
車
の
路
上
駐
車
や
資
材
な

ど
の
放
置
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
（
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
）。

・�

除
雪
車
通
過
後
の
出
入
り
口
な

ど
の
雪
は
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
き
排
雪
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

・�

道
の
駅
や
除
雪
車
回
転
場
へ
の

長
期
間
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

・�

側
溝
の
ふ
た
を
取
り
、
投
雪
し

た
場
合
は
、
作
業
後
必
ず
速
や

か
に
ふ
た
を
元
通
り
に
し
て
く

だ
さ
い
（
誤
っ
て
人
が
落
ち
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
）。

・�

除
雪
は
夜
間
・
早
朝
に
も
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
出
さ
れ

る
際
は
、
反
射
タ
ス
キ
な
ど
の

反
射
材
を
着
用
し
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・�

除
雪
作
業
は
主
要
幹
線
道
路

（
国
道
・
バ
ス
路
線
な
ど
）
を

優
先
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

道
路
区
域
外
か
ら
樹
木
・
竹
な

ど
が
倒
れ
込
み
、
通
行
に
支
障

を
来
す
事
例
が
例
年
発
生
し
て

い
ま
す
。
事
前
に
土
地
所
有
者

に
よ
る
伐
採
を
お
願
い
し
ま

す
。

※�

伐
採
に
伴
い
、
道
路
へ
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
場
合
は
、
道
路

管
理
者
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※�

道
路
巡
回
に
よ
り
、
道
路
区
域

外
か
ら
の
樹
木
、
竹
な
ど
の
倒

れ
込
み
を
発
見
し
た
場
合
は
、

通
行
の
安
全
確
保
の
た
め
、
伐

採
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
除
雪
状
況
を
確
認

　
市
道
の
除
雪
状
況
を
雲
南
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
て
発

信
し
ま
す
。
各
町
の
除
雪
開
始
状

況
（
早
朝
発
信
）・
進
捗
状
況
（
お

昼
頃
発
信
）
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
登
録
方
法
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
下

記
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
る

と
登
録
で
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
松
江
自
動
車
道
（
無
料
区
間
）

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務
所

　
℡
０
８
２
４-

63-

４
１
２
１

■ 

松
江
自
動
車
道
（
有
料
区
間
）

西
日
本
高
速
道
路
㈱
中
国
支
社
松

江
高
速
道
路
事
務
所

　
℡
０
８
５
２-

62-

９
２
３
０

■
国
道
54
号

国
土
交
通
省
松
江
国
道
事
務
所

　
℡
０
８
５
２-

26-

２
１
３
１

■ 

国
道
１
８
４
号
、国
道
３
１
４ 

号
や
県
道

雲
南
県
土
整
備
事
務
所
維
持
課

　
℡
０
８
５
４-

42-

９
６
０
３

■
市
道

雲
南
市
建
設
工
務
課

　
℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費 

　
　
　
　
　
　
補
助
事
業

健
康
福
祉
総
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
高
齢
や
障
が
い
な
ど
で
現
在
お

住
ま
い
の
住
宅
の
除
雪
が
自
力
で

は
困
難
な
世
帯
の
方
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
避
難

路
の
除
雪
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
（
※

吉
田
町
お
よ
び
掛
合
町
に
お
住
ま

い
の
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

①�

市
内
の
一
戸
建
て
の
住
宅
に
居

住
さ
れ
て
い
る
方

②�

右
記
①
の
住
宅
に
住
所
を
有
す
　

る
方

③�

令
和
６
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
の
方

④�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

　
ア
、
高
齢
者（
65
歳
以
上
の
方
）

　
イ
、
障
が
い
者

　
ウ
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

　
エ
、
ウ
の
母

【
補
助
金
の
内
容
】

　
令
和
６
年
度
中
に
か
か
っ
た
経

費
の
２
分
の
１
を
、
一
世
帯
に
つ

き
４
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま

す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
領
収
書
の
原
本

・�

申
請
者
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
補

助
金
を
受
け
取
る
金
融
機
関
口

座
）

【
申
請
期
限
・
手
続
き
】

　
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で
に

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
・
市

民
サ
ポ
ー
ト
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
健
康
福
祉
総
務
課

・�

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
・

市
民
サ
ポ
ー
ト
課

（
局
番
０
８
５
４
）

・
大
東
　
　
℡
43-

８
１
６
２

・
加
茂
　
　
℡
49-

８
６
１
２

・
木
次
　
　
℡
40-

１
０
８
３

・
三
刀
屋
　
℡
45-

９
５
０
１

・
吉
田
　
　
℡
74-

０
２
１
５

・
掛
合
　
　
℡
62-

０
０
５
６

冬
季
の
水
道
メ
ー
タ
ー 

          

検
針
時
の
お
願
い

上
下
水
道
局
営
業
課

℡
０
８
５
４-

42-

５
３
２
２

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
降
雪
に

よ
っ
て
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
位
置
が
分
か
ら
な
く
な
り
、

メ
ー
タ
ー
検
針
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
毎

月
１
日
か
ら
７
日
の
間
に
行
っ
て

い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎�

降
雪
時
に
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
付
近
の
除
雪
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

普
段
か
ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
物
な
ど

を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

〈雲南市公式LINE〉
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そ
の
他

申
告
準
備

申
告
準
備

申
告
の
準
備
に 

　
取
り
掛
か
り
ま
し
ょ
う

税
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
来
年
２
月
か
ら
所
得
税
の
申
告

が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

農
業
所
得
や
医
療
費
な
ど
の
資
料

や
領
収
書
は
、
余
裕
を
持
っ
て
整

理
集
計
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
年
末
調
整
で
は
扶
養
控
除
の

重
複
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
給
与
所
得
者
の
方
は
年
末
調
整

の
時
期
で
す
。
家
族
の
複
数
の
方

が
同
じ
方
を
扶
養
控
除
の
対
象
と

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
と
で
き
る
の
は
、
所
得

が
48
万
円
以
下
の
方
で
す
。
扶
養

の
重
複
が
あ
っ
た
場
合
や
所
得
が

48
万
円
を
超
え
る
場
合
、
追
加
で

所
得
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

⑵
農
業
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
作
成
さ
れ
た
収
支
内
訳
書
は
、

農
業
収
支
作
成
相
談
会
で
ご
提
出

い
た
だ
く
か
、
税
務
課
、
総
合
セ

ン
タ
ー
に
２
月
上
旬
ま
で
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
集
計
表
の
様
式
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

〈国税庁ホームページ〉

　
作
成
す
る
際
に
不
明
な
点
が
あ

る
方
は
必
ず
１
月
の
農
業
収
支
作

成
相
談
会
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
日
程
な
ど
の
詳
細
は
市
報
１

月
号
に
折
り
込
み
ま
す
。

⑶
医
療
費
の
集
計

　
医
療
費
控
除
を
申
告
さ
れ
る
場

合
は
、
医
療
費
の
集
計
が
必
要
で

す
。「
人
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と
」

に
集
計
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
集

計
の
際
に
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」（
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
）
の
「
医
療
費
集
計
フ
ォ
ー
ム
」

を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療 

　
　 

医
療
費
通
知
の
送
付

市
民
生
活
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
医
療
費
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の
手

続
き
に
、
医
療
費
通
知
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
送
付
対
象
者
】

　
被
保
険
者
全
員

【
通
知
内
容
】

　
令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
６
年

10
月
ま
で
の
診
療
分

【
発
送
時
期
】

　
令
和
７
年
１
月
中
、下
旬（
予
定
）

※�

令
和
６
年
11
月
か
ら
12
月
ま
で

の
診
療
分
の
医
療
費
や
、
医
療

費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

医
療
費
が
あ
る
場
合
は
、
自
身

で
領
収
書
に
基
づ
い
て
別
途

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を

作
成
し
て
申
告
書
に
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

療
養
費（
柔
道
整
復
、あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ
う
）
の
通
知

　
療
養
費
通
知
を
確
定
申
告
に
使

用
さ
れ
る
場
合
は
次
の
通
知
を
合

わ
せ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

令
和
６
年
５
月
送
付
分
（
令
和

５
年
10
月
か
ら
令
和
６
年
１
月

ま
で
の
施
術
分
）

・�

９
月
送
付
分
（
令
和
６
年
２
月

か
ら
５
月
ま
で
の
施
術
分
）

・�

令
和
７
年
１
月
送
付
予
定
分

（
令
和
５
年
６
月
か
ら
９
月
ま

で
の
施
術
分
）

※�

令
和
６
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で

の
施
術
分
に
つ
い
て
は
施
術
所

が
発
行
す
る
領
収
書
が
必
要
で

す
。

国
民
健
康
保
険 

　
　
医
療
費
通
知
の
送
付

市
民
生
活
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
世
帯
へ
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
の
健
康
や
医
療
費
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
医
療
機
関
な
ど
で
か
か
っ

た
医
療
費
の
明
細
が
記
載
さ
れ
て

い
る
「
医
療
費
通
知
」
を
年
４
回

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
支
出
で
、
医
療
費
通
知
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
医
療
費
が
あ
る

場
合
や
医
療
費
通
知
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
に
は
、
医
療
費
の
領
収

書
に
基
づ
い
て
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
を
作
成
し
、
そ
の
明
細

書
を
申
告
書
に
添
付
し
て
い
た
だ

●医療費通知発送時期
対象受診月 発送時期

１月～３月診療分 ６月末

４月～６月診療分 ９月末

７月～９月診療分 12月末

10月～12月診療分 翌年２月中旬

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
窓
口
で
負
担
さ

れ
た
額
と
異
な
る
場
合
に
も
、
自

身
で
金
額
を
訂
正
し
て
申
告
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健康推進課　℡0854－40－1045

毎月１９日は食育の日
災害にそなえよう

いつ起こるかも知れない
災害を意識し、非常時の
ための食料品を備蓄して
おきましょう。

社会教育課　℡0854-40-1073

月15日（日）12
facebook、LINEアカウントで配信中！
家族で取り組める活動を市公式の

うんなん家庭の日
毎月第３日曜日は
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【問】こども政策課　℡ 0854-40-1044

【問】こども政策課　℡ 0854-40-1044

令和７年度放課後児童クラブ入会募集

病児・病後児保育室

　令和７年度の放課後児童クラブの入会募集を行います。

※土・日・祝祭日、年末年始12月29日（日）～１月３日（金）を除く。

　病気中のお子さんや病気の回復期のお子さんを、保護者が勤務や出産、冠婚葬祭などやむを得ない
事情により家庭で保育が困難な場合に、専用の施設で一時的にお預かりします。

【入会資格】�昼間に保護者が労働などにより家庭にいない小学生�
※前年度から引き続き入会を希望する場合も申し込みが必要です。�
※受け入れに余裕がない場合は、１～３年生を優先的に受け入れます。

【募集期間】12月２日（月）～令和７年１月10日（金）
【申し込み方法】
　申込用紙に必要事項を記入のうえ、就労証明書など必要書類を添えて申し込んでください。
※就労証明書は事業所によって作成に時間がかかる場合がありますので、お早めにご準備ください。
※�「入会申込みの手引き」や申込用紙は、こども政策課や各総合センター、各児童クラブにあります。
※市ホームページからダウンロードすることもできます。
【提出先】�入会を希望するクラブによって提出先が異なりますので、詳しくは「入会申込みの手引き」

をご確認ください。
【その他】�児童クラブによって開設時間、利用料などが異なります。詳細は「入会申込みの手引き」

をご確認ください。

【対象者】�
　病気中で症状の急変がない場合や、病気の回復期でかかりつけ医が病児・病後児保育に適応すると
判断したお子さん（生後６ヵ月経過児から小学校６年生まで）で、以下に該当する方。
　・市内に住所を有する。� � ・保護者が市内で勤務している。
　・市内に住所を有しないが、市内の幼稚園・保育所・認定こども園・小学校に在籍している。
【１日あたりの利用料金】
　�通常 1,500円（食事、おやつ代含む）、食事なし 1,200円
【利用方法】�
　初回利用までに、こども政策課か総合センターのいずれかで登録申請してください。利用時は事前
に直接各施設へ予約をしてください。利用方法の詳細は市ホームページに掲載しています。

施設名 利用時間 対象年齢 電話番号
（局番0854） 住所

だいとう病児・病後児保育室
「つくし」 8:00～18:00 生後６ヵ月児

～

小学校６年生

43－8815 大東町下阿用4-6

みとや病後児保育室
「たんぽぽ」 8:00～18:00 45－5001 三刀屋町三刀屋1212-3

三刀屋健康福祉センター内

掛合保育所病後児保育室 8:30～17:30 生後６ヵ月児

～

 小学校就学前
 のお子さん

62－9900 掛合町掛合2149-2
掛合保育所内

加茂こども園病後児保育室 8:30～17:30 49－6761 加茂町宇治238
加茂こども園内

子育て・保健・福祉子育て・保健・福祉
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問い合わせ先 令和７年度　幼稚園・保育所・認定こども園
大東総合センター
　　　　℡43－8162

大東保育園（℡43－6132）【委託】、かもめ保育園（℡43－5028）【委託】
あおぞら保育園（℡43－3129）【私立】

加茂総合センター
　　　　℡49－8612

加茂こども園（℡49－6760）【委託】、たちばら保育園（℡49－8122）【私立】
みなみかも保育園（℡47－7261）【私立】

木次総合センター
　　　　℡40－1083

木次こども園（℡42－2173）、斐伊保育所（℡42－1008）【委託】
四ツ葉学園保育所（℡42－0616）【私立】

三刀屋総合センター
　　　　℡45－9501 三刀屋保育所（℡45－2651）【委託】

吉田総合センター
　　　　℡74－0215 吉田保育所（℡74－0330）、田井保育所（℡75－0201）

掛合総合センター
　　　　℡62－0300 掛合保育所（℡62－9900）【委託】

こども政策課
　　　　℡40－1044

大東こども園（℡43－2710）、西こども園（℡43－6005）
佐世幼稚園（℡43－2817）、海潮こども園（℡43－2298）
斐伊こども園（℡42－2130）、寺領幼稚園（℡42－0870）
三刀屋こども園（℡45－2168）
市外の保育所、認定こども園、認可外保育施設など　　

【受付期間】 12月２日㈪～12月19日㈭　※期限厳守

【利用申し込み対象】
・５歳児　平成31年４月２日　～　令和２年４月１日
・４歳児　令和２年４月２日　～　令和３年４月１日
・３歳児　令和３年４月２日　～　令和４年４月１日

【保育料など】
　保育料は無料です。
　なお、主食費、保護者会費、教材費などの負担は必要となります。詳細は各幼稚園などにお問い合わせください。

【預かり保育】
　幼稚園籍の入園対象児の保護者で、共働き世帯など保育所の入所要件と同様な状況にある方（保育の必要性があ
る方）については、施設等利用給付の認定を受けると、幼稚園などで実施している預かり保育事業について450円
／日を上限に無償化の対象となります。対象の方は、「子育てのための施設等利用給付認定・変更申請書」に添付書
類を添え、こども政策課か総合センター市民福祉課・市民サポート課のいずれかに提出してください（認定開始日
を遡って認定することができません）。

幼稚園・認定こども園（幼稚園利用）

【問】こども政策課　℡ 0854-40-1044

〇新規入園
　こども政策課、総合センター市民福祉課・市民サポート課や幼
稚園などに備え付けの「子どものための教育・保育給付認定申請
書兼入所申込書」を、こども政策課か総合センター市民福祉課・
市民サポート課のいずれかに提出してください。
　保育所利用されている場合で令和 7年度から幼稚園利用に変
更する場合は、「新規入園」となりますので、入園申し込みに必
要な書類を提出してください。
　市ホームページまたは子育てポータルサイトから様式をダウン
ロードすることもできます。

【申し込み方法】

（局番0854）

〇継続入園
　継続入園に関する手続きはありません。

次の該当期間に
出生した幼児
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令和７年度　保育所・認定こども園・幼稚園 入所申し込み
　初めて入所を希望される場合は、保育を必要とする認定申請の手続きが必要です。認定は次の３つに区分されます。
　　１号：３歳以上児童　幼稚園・認定こども園（幼稚園利用）
　　２号：３歳以上児童　保育所・認定こども園（保育所利用）
　　３号：３歳未満児童　保育所・認定こども園（保育所利用）

【保育を必要とする事由】
①就労　②妊娠・出産　③保護者の疾病・障がい　④親族の介護・看護　⑤求職活動　⑥就学など
　　※�「就労」とは、おおむね週に３日以上の勤務で、１日の労働時間が４時間以上（４日以上勤務の場合は労働時間３時間

以上）で、１ヵ月当たりの労働時間が48時間以上であることをいいます。

【保育料など】
　保育料は、児童の属する世帯（保護者）の市民税所得割額で算定しますが、４月～８月は前年度市民税で算定
し、９月以降は当該年度市民税で再算定します（3歳以上児のクラスと 0歳児～ 2歳児クラスの市民税非課税
世帯の保育料は無料です）。
　なお、申請により年度を通じて全ての土曜日を休所される場合の保育料減免や第３子以降保育料無料について
は、これまでどおり実施します（0歳児クラス～ 2歳児クラスまでが対象となります）。
【マイナンバー】
　新規入所の場合、申込書にマイナンバーの記載が必要となります。申請する時に次のいずれかを提示してください。
　■�マイナンバーカード� � ■�マイナンバー記載の住民票と本人確認のため運転免許証など

【受付期間】 新規入所：12月２日㈪～12月19日㈭
継続入所：11月１日㈮～11月29日㈮　※期限厳守

　保育所・認定こども園（以下「保育所など」）での保育は、入所要件に基づき保育の必要性が認められた場合
に行います。入所要件や受け入れ対象年齢、保育時間など、詳しくは保育所など管轄の総合センター市民福祉課・
市民サポート課かこども政策課のいずれかにお問い合わせください。
　市ホームページで保育所などの様子を確認することができます。
　市外の保育所への入所や認可外保育所などへの入所については、こども政策課までお問い合わせください。

保育所・認定こども園（保育所利用）

【申し込み方法】
〇新規入所
　総合センター市民福祉課・市民サポート課やこども政策課に
備え付けの「子どものための教育・保育給付認定申請書兼入所
申込書」と就労証明書などの必要書類をすべてそろえて、保育
所など管轄の総合センター市民福祉課・市民サポート課やこど
も政策課のいずれかに提出してください。保育所などでの入所
受け付け・相談はできませんので注意してください。
　様式は市ホームページや子育てポータルサイトからダウン
ロードすることもできます。
　令和７年度中に産後休暇・育児休業が終了し、ただちに職場
復帰される方で年度途中から入所を希望される方も入所予約を
することができます。忘れずに手続きをしてください。

〇継続入所
　現在入所中の児童で来年度も引き続き、
同じ施設への入所を希望される方は、保育
所などを通じて入所申込書と必要書類を渡
します。保育所などに必要書類を添えて提
出してください。
　なお、保育を必要とする事由などに変更
がある場合は、総合センター市民福祉課・
市民サポート課やこども政策課のいずれか
に必要書類を提出してください。

【利用申し込み対象】

次の該当期間に
出生した乳幼児

・５歳児　平成31年４月２日　	～　令和２年４月１日
・４歳児　令和２年４月２日　	～　令和３年４月１日
・３歳児　令和３年４月２日　	～　令和４年４月１日
・２歳児　令和４年４月２日　	～　令和５年４月１日
・１歳児　令和５年４月２日　	～　令和６年４月１日
・０歳児　令和６年４月２日　	～　
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【相談・問】長寿障がい福祉課　℡ 0854-40-1042

４月１日から
事業者による合理的配慮の提供が義務化されました

　個別の状況により、必要な対応は異なります。合理的配慮の提供にあたっては、社会的
なバリアを取り除くために必要な対応について、障がいのある方と事業者などが対話を重
ね、共に解決策を検討していくことが重要です。�

　事業者や行政機関などに対して、障がいのある方から、社会の中にあるバリア（障壁）
を取り除くために何らかの対応を必要としているとの意思が伝えられたときに、負担が重
すぎない範囲で対応を行うこととしています。

「障害者差別解消法」が変わりま
した！

「障害者差別解消法」が変わりま
した！

「障害者差別解消法」が変わりま
した！

合理的配慮の提供例 不当な差別的取扱いの禁止

障がいを理由に
アパートを貸さない

障がいを理由に
入店を断る

段差がある所で
サポートする

障がいのある方に
合った方法（筆談・
読み上げなど）で
対応する

難しい漢字に
ふりがなを付
ける

前例がない
ので…

特別扱いはで
きないので…

何かあったら
いけないので…

「合理的配慮の提供」とは？

合理的配慮の提供のためには「対
話」が重要！

行政機関など 事業者

不当な差別的取扱い 禁　止 禁　止

合理的配慮の提供 義　務 努力義務 ➡ 義務

改正後 対象となる「事業者」は？
　障害者差別解消法では、「事
業者」とは企業や団体、店舗
のことであり、個人事業主や
ボランティア活動をするグ
ループなども含まれます。
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【問】長寿障がい福祉課　℡ 0854-40-1042・雲南市基幹相談支援センター　℡ 0854-47-7101

12月３日（火）～12月９日（月）は「障害者週間」です !!
　「障害者週間」は、国民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障が
いのある方が社会、経済、文化、その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを
目的とした週間です。
　障がいのある方もない方も、お互いに、その人らしさを認め合いながら、共に生きる社会をつくる
ことを今一度、振り返る機会にしましょう。

■相談支援専門員が障がいのある方の相談に応じます。
　雲南市基幹相談支援センターか市内相談支援事業所のいずれかに気軽に相談してください。

名称 所在地 電話番号
（局番0854）

●雲南市基幹相談支援センター 木次町東日登３５１－５ ４７－７１０１

市
内
相
談
支
援
事
業
所

相談支援事業所　あおぞら 大東町仁和寺９３５－１ ４３－９５５５

かも社会就労センター障害者相談支援事業所 加茂町宇治２５３－１ ４９－８１２５

きすき相談支援センター　おれんじ 木次町東日登３５１－５ ４７－７１０１

指定相談支援事業所　そよかぜ館 木次町下熊谷１２５９－１ ４２－８０１１

相談支援事業所　ふれんど 木次町新市３ ４２－８２５５

相談支援事業所　みとや 三刀屋町三刀屋１２１２－３ ４５－３９３３

障害者相談支援事業所　山楽園 掛合町松笠２１５４－１ ６２－１５００

募
　集

募
　集

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　
　 

入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
な
ど

【
募
集
期
間
】

　
12
月
５
日
㈭
か
ら
12
月
12
日
㈭

17
時
ま
で

【
募
集
団
地
】

　
12
月
１
日
㈰
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
12
月
２
日
㈪
に
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載

し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆ 

県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進

賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

　
　
　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
℡
０
８
５
４-

47-�

７
１
５
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

地
域
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
雲
南
市
国
際
文
化
交
流
協
会
で

は
、
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
て
い

る
学
生
が
約
１
ヵ
月
間
雲
南
市
で

過
ご
す
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
期
間
中
に
家
族
の
一
員
と

し
て
受
け
入
れ
、
一
緒
に
生
活
し

て
い
た
だ
く
家
族
を
募
集
し
ま

す
。

　
留
学
生
は
平
日
の
日
中
、
市
内

の
学
校
訪
問
な
ど
活
動
に
出
掛
け

ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
日
常
生

活
の
中
で
英
語
に
触
れ
、
お
互
い

に
異
文
化
を
学
ぶ
よ
い
機
会
で

す
。
留
学
生
は
あ
る
程
度
の
日
本

語
は
話
せ
ま
す
の
で
、
英
語
が
話

せ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
ま

た
、
期
間
中
全
て
の
日
程
で
な
く

て
も
、
短
期
間
で
の
受
け
入
れ
も

可
能
で
す
。

　
市
内
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
受
け
入
れ
期
間
】

　
令
和
７
年
２
月
上
旬
か
ら
３
月

上
旬
ま
で
（
予
定
）

※�

短
期
間
の
受
入
れ
も
可
能
で
す

（
例
：
１
週
間
の
み
、
週
末
の

み
な
ど
）。

【
申
し
込
み
方
法
】

〈市ホームページ〉
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お
知
ら
せ

除
雪
関
連

暮
ら
し
・
手
続
き

申
告
準
備

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事

項
を
入
力
し
て
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
込
締
切
日
】

　
令
和
７
年
１
月
10
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
市
国
際
文
化
交
流
協
会
事
務

局
（
平
日
10
時
か
ら
15
時
ま
で
）

　
℡
０
８
５
４-

43-

４
０
１
６

　

uikyokai@
m
ic-hikari.jp

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

林
業
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

　
国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
意
見
や
要
望
を
聞
き
、

国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

【
任
期
】

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で

【
対
象
】

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
２

府
12
県
＊
在
住
で
、
森
林
・
林
業

や
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人
の

方
。

＊�

石
川
県
、
福
井
県
、
三
重
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、

鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、

広
島
県
、
山
口
県

※�

国
会
や
地
方
議
会
の
議
員
、
地

方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国

家
公
務
員
、
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
ま
で
３
年
間
連
続

し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め

ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
日
】

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

【
詳
細
】

　
募
集
の
詳
細
は
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
企
画
調
整

課　
℡
06-

６
８
８
１-

３
４
１
２

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

社
会
教
育
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
放
送
大
学
は
、
令
和
７
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
世
代
の
８
万
５
千
人
以

上
の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び

の
楽
し
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が

あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

第
１
回
：
２
月
28
日
㈮
ま
で

第
２
回
：
３
月
11
日
㈫
ま
で

【
入
学
説
明
会
・
相
談
会
】

■
松
江
会
場

【
日
時
】　

　
12
月
21
日
㈯
、
２
月
９
日
㈰
・

３
月
２
日
㈰

　
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
と
14
時
か

ら
の
２
回

【
場
所
】

　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

■
出
雲
会
場

【
日
時
】

　
１
月
12
日
㈰
、
２
月
22
日
㈯

　
い
ず
れ
も
13
時
か
ら

【
場
所
】
出
雲
中
央
図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

〈申し込みフォーム〉

〈メール〉

【問】産業施設課　℡ 0854-40-1093

～古着・古布（綿素材）回収にご協力ください！ ～
雲南市勤労青少年ホームからのお願い

　勤労青少年ホームではＴシャツ・タオルなどの「綿素材の古着」や「タオル類」を回収しています。
　回収したものは福祉施設で体拭きなどに使用する布（ウエス）として再利用されています。毎年、
勤労青少年ホーム利用者の仲間がウエス作りを行い福祉施設に提供しています。
　古着（綿素材）等は随時、勤労青少年ホームで受け付けています。�

昨年度の活動の様子昨年度の活動の様子

月～土曜日　8:30～17:15
 休館日   日曜日・祝日

受付時間
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お
知
ら
せ

除
雪
関
連

暮
ら
し
・
手
続
き

申
告
準
備

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

◆
自
衛
官
候
補
生 

　（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　
採
用
の
日
を
も
っ
て
陸
上
・
海

上
・
航
空
自
衛
官
候
補
生
に
任
命

さ
れ
ま
す
。
自
衛
官
候
補
生
と
し

て
３
ヵ
月
間
の
教
育
訓
練
を
修
了

し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
２
等
陸
・
海
・

空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

　
任
用
期
間
は
、
陸
上
自
衛
官
は

１
年
９
ヵ
月
、
海
上
・
航
空
自
衛

官
は
２
年
９
ヵ
月
を
１
任
期
と
し

て
任
用
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き

自
衛
官
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る

場
合
は
、
選
考
に
よ
り
２
年
を
任

期
と
し
て
継
続
任
用
さ
れ
ま
す
。

【
募
集
種
目
】

　
自
衛
官
候
補
生
（
第
４
回
）

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

【
試
験
種
目
】

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
地

理
歴
史
・
公
民
・
作
文
）・
適
性

検
査
・
口
述
試
験
・
身
体
検
査
お

よ
び
経
歴
評
定

※�

経
歴
評
定
と
は
、
多
様
な
経
歴

を
有
す
る
受
験
者
の
能
力
を
総

合
的
に
評
価
す
る
も
の
で
す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
16
日
㈪
か
ら
令
和
７
年
１

月
23
日
㈭
ま
で

【
試
験
期
日
】

■
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
）

　
令
和
７
年
２
月
７
日
㈮

■�

口
述
試
験
・
身
体
検
査
・
経
歴

評
定

　
令
和
７
年
２
月
15
日
㈯

【
試
験
会
場
】

■
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

　
自
宅
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
）

■ 

口
述
試
験
・
身
体
検
査
・
経
歴

評
定

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◆
自
衛
隊
奨
学
生 

　（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　
自
衛
隊
奨
学
生
と
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
門
学
校
や
こ
れ
ら
の

学
校
に
相
当
す
る
外
国
の
学
校
な

ど
で
、理
学
、工
学
、文
学
（
語
学
）

や
法
学
を
専
攻
し
て
い
る
方
（
今

後
専
攻
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
を

含
む
）
で
、
卒
業
（
修
了
）
後
そ

の
専
攻
し
た
学
術
を
生
か
し
て
引

き
続
き
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
意
思

を
持
つ
方
に
対
し
防
衛
省
よ
り
学

資
金
が
貸
与
さ
れ
る
制
度
で
す
。

【
募
集
種
目
】

　
自
衛
隊
奨
学
生
（
第
２
回
）

【
応
募
資
格
】

　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
短

期
大
学
や
大
学
院
を
含
む
）、
高

等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
ま
た
は

こ
れ
ら
の
学
校
に
相
当
す
る
外
国

の
学
校
に
お
い
て
、
理
学
、
工
学
、

文
学
（
語
学
）、
法
学
の
い
ず
れ

か
ひ
と
つ
を
専
攻
し
、
卒
業
（
修

了
）
後
直
ち
に
自
衛
隊
に
勤
務
し

よ
う
と
す
る
方
（
今
後
専
攻
し
よ

う
と
し
て
い
る
方
を
含
む
）

※�

正
規
の
課
程
で
修
了
す
る
年
の

４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満
の

方
※�

大
学
院
（
修
士
課
程
・
博
士
課

程
）
在
学
者
は
28
歳
未
満
の
方

【
試
験
種
目
】

理
学
・
工
学
：
筆
記
試
験
（
物
理

か
化
学
の
ど
ち
ら
か
１
科
目
と
英

語
、
数
学
、
小
論
文
）、
口
述
試

験
や
身
体
検
査

文
学
・
法
学
：
筆
記
試
験
（
世
界

史
か
日
本
史
の
ど
ち
ら
か
１
科
目

と
英
語
、国
学
、数
学
、小
論
文
）、

口
述
試
験
や
身
体
検
査

【
受
付
期
間
】

　
12
月
２
日
㈪
か
ら
令
和
７
年
１

月
31
日
㈮
ま
で

【
試
験
期
日
】

　
令
和
７
年
２
月
22
日
㈯

【
試
験
会
場
】
全
国
主
要
都
市

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

島
根
県
東
部
地
区
自
治
体
等 

　
　 

共
同
公
売
会
の
開
催

債
権
管
理
対
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
５

　
島
根
県
と
市
町
村
が
、
県
税
・

市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら
差
押
え

た
財
産
を
、
入
札
方
式
に
よ
り
売

却
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
可
能
で
す
。

【
日
時
】
12
月
３
日
㈫
10
時
か
ら

15
時
ま
で

【
場
所
】
島
根
県
松
江
合
同
庁
舎�

（
松
江
市
）

「
し
ま
ね
ジ
ャ
ン
ボ
企
業
博 

～
業
界
研
究〝
プ
レ
合ご

う
説せ

つ
〟～
」 

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

商
工
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
学
生
、

既
卒
３
年
以
内
の
方
、
若
年
・
一

般
求
職
者
、
保
護
者
を
対
象
に
、

約
１
５
０
社
の
県
内
企
業
が
集
合

し
、
業
界
研
究
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
就
活
お
役
立
ち
コ
ー
ナ
ー
や
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

友
人
や
保
護
者
と
の
参
加
も
大
歓

そ
の
他

そ
の
他

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
等
勤
務（
通
年
軽
装

勤
務
）
の
試
行

人
事
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
２
４

　
市
で
は
、
毎
年
５
月
か
ら
10
月

ま
で
の
期
間
、
環
境
省
が
提
唱
す

る
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
の
連
動
、
ま
た

夏
季
に
お
け
る
電
力
需
要
対
策
を

目
的
に
、「
服
装
の
軽
装
化
の
実

施
」と
し
て
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、ノ
ー

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
軽
装
で
の
勤

務
を
励
行
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
省
で
は
、
令
和
３
年
度
か

迎
で
す
。
県
外
か
ら
の
予
約
制
無

料
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
12
月
26
日
㈭
10
時
30
分
～
16
時

【
場
所
】

　
島
根
県
立
産
業
交
流
館
　
く
に

び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
℡
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

〈ジョブカフェしまね
ホームページ〉
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お
知
ら
せ

除
雪
関
連

暮
ら
し
・
手
続
き

申
告
準
備

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
が
運
営
す
る

施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

【問】観光振興課　℡ 0854-40-1054

瑞風バスに手をふろう！
　ＪＲ西日本の「T

ト ワ イ ラ イ ト

WILIGHT  E
エ ク ス プ レ ス

XPRESS 瑞
みず

風
かぜ

」の雲南市への立ち寄り観光は、「たたら製鉄の遺構と
茶の湯文化・松江の探訪」と題し、２泊３日の山陽・山陰コース（周遊）の２日目になります。
　市民の皆さんには、沿道から小旗を振っていただくなど歓迎いただきありがとうございます。行程は次
のとおりです。
　※瑞風バスによる市内の立ち寄り観光は、道路や気象などの状況により変更される場合があります。

12月19日、１月９日、16日、23日、30日、２月27日

「TWILIGHT EXPRESS瑞風」（宍道駅7:54着）
 8:10ごろ　瑞風バス宍道駅発
　↓ ～ 宍道 ～ 国道54号（市役所前8:30ごろ） ～ 三刀屋木次ＩＣ～ 吉田掛合ＩＣ
 9:10ごろ
　●「菅谷たたら山内」見学（～9:50ごろまで）　
　●「田部家邸内、土蔵群」見学（～11:15ごろまで）
11:15ごろ
　↓ ～ 吉田掛合ＩＣ ～ 三刀屋木次ＩＣ ～ 木次大橋（11:35ごろ通過） ～ 木次駅 ～ 来次神社前 ～ 日登
11:50ごろ
　●「食の杜　かやぶきの家」昼食
13:00ごろ
　↓ ～ 飯石広域農道 ～ 県道松江木次線
13:30ごろ
　●「神楽の宿」出雲神楽鑑賞
14:30ごろ
　↓ ～ 県道松江木次線
15:00ごろ　明

めい

々
めい

庵
あん

（松江市）
16:15ごろ　「TWILIGHT  EXPRESS瑞風」乗車（松江駅）

12月～令和７年２月の立ち寄り観光の予定日（いずれも木曜日）

立ち寄り観光の行程

島
根
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

　
　〝
お
友
だ
ち
〟
募
集
中

広
報
広
聴
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
島
根
県
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
り
、
県
内
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
随
時
配
信
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
広
聴
広
報
課

　
℡
０
８
５
２-

22-

６
２
８
９

〈島根県公式LINE〉

ら
一
律
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
期
間

の
設
定
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
個
々

の
事
情
に
応
じ
て
、
快
適
で
働
き

や
す
い
服
装
で
業
務
を
行
う
こ
と

等
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
で
は
、
来
年
３
月
ま
で
通
年
軽

装
勤
務
を
試
行
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
、
業
務
の
効
率
化
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
不
快
感
を
与
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
務
員
と

し
て
品
位
を
損
な
わ
な
い
、
節
度

あ
る
服
装
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
サ
ポ
ー
ト
課

℡
０
８
５
４-

74-

０
２
１
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
設

備
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◆
雲
南
市
消
防
団
吉
田
方
面
隊

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ル
ー
ン
投
光
機
２
台

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
夜
間
の
消
火
活
動
や
災
害
時
な

ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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暮
ら
し
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手
続
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申
告
準
備

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

「
車
輪
脱
落
事
故
」
を 

　
　
　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局

℡
０
８
５
２-

37-

２
１
３
８

　
11
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
、「
車
輪

脱
落
事
故
」が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　「
車
輪
脱
落
事
故
」
は
一
歩
間

違
え
ば
歩
道
を
通
行
す
る
歩
行
者

や
自
転
車
を
巻
き
込
み
、
死
亡
に

至
る
事
故
と
な
り
ま
す
。

　
車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

タ
イ
ヤ
交
換
は
次
の
注
意
点
を
必

ず
守
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い

交
換
前
：
ホ
イ
ー
ル
・
ハ
ブ
の
当

た
り
面
、
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
に
異

物
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
腐
食
し
た
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ

ト
は
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
時
：
ナ
ッ
ト
の
締
め
付
け
は
、

対
角
線
順
に
、
数
回
に
分
け
て
。

最
後
の
締
め
付
け
は
ト
ル
ク
レ
ン

チ
を
使
用
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
定
め
る
ト
ル
ク
で
締
め
付
け
て

く
だ
さ
い
。

交
換
後
：
タ
イ
ヤ
交
換
か
ら
50
㎞

か
ら
１
０
０
㎞
走
行
後
、
ト
ル
ク

レ
ン
チ
を
使
用
し
て
増
し
締
め
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
常
点
検

を
実
施
し
、
ナ
ッ
ト
の
緩
み
が
な

い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

図 書 館 だ よ り
市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内
木次図書館　℡0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 12月の休館日12月の休館日    毎週月曜日、図書整理日：28日（土）、年末年始休館：29日（日）～1月3日（金）
 イベント案イベント案内内       ☆あっちこっちせかいのえほんスペシャル 世界の国巡り　１日（日） 10:30～12:30 

☆りんごの棚 おはなし会＆体験会　21日（土） 10:00～11:30（※要申し込み） 
☆ろうそくのおはなし会　22日（日） 14:00～14:40（※要申し込み）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　������������������　　　　　　　
大東図書館　℡0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 12月の休館日月の休館日    毎週金曜日、図書整理日：28日（土）、年末年始休館：29日（日）～1月3日（金）
 イベント案イベント案内内      ☆大東高校 地域パートナー探求「読み聞かせとしおり作り＆物語作り」
     22日（日） 10:30～12:00 
　　　　　　　  ☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会 対象：乳幼児とその家族）
     23日（月） 10:30～（30分程度）（※要申し込み）
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は「いいよのじかん」です。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　℡0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 12月の休館日12月の休館日      毎週木曜日、図書整理日：28日（土）、年末年始休館：29日（日）～1月3日（金）
 イベント案イベント案内内       ☆おりがみでかざりづくり　1日（日） 10:30～12:00 （※要申し込み）

▼奈
な

田
だ

和
かず

美
み

「山
さん

野
や

に咲
さ

く白
しら

百
ゆ

合
り

」▼高
たか

屋
や

茂
しげ

男
お

 編
へん

「隠
お

岐
き

の山
やま

城
じろ

　続
ぞく

 出
い ず も

雲の山
やま

城
じろ

」▼槻
つき

谷
たに

和
かず

夫
お

「『ぼくたちも人
にん

間
げん

だよ』
と言

い
われて50年

ねん
」▼高

たか

継
つぎ

弘
ひろ

人
と

「星
ほし

を見
み

上
あ

げて」▼芦
あし

沢
ざわ

 央
よう

「魂
こんこんしんじゅう

婚心中」▼内
うち

館
だて

牧
まき

子
こ

「迷
めい

惑
わく

な終
しゅうかつ

活」▼川
かわ

村
むら

元
げん

気
き

「私
わたし

の馬
うま

」▼小
こ

松
まつ

立
た

人
ひと

「そして誰
だれ

もいなくなるのか」▼真
しん

保
ぽ

裕
ゆう

一
いち

「共
きょうはん

犯の畔
ほとり

」▼辻
つじ

堂
どう

ゆめ「ダブルマザー」▼村
むら

木
き

 嵐
らん

「またうど」▼川
かわ

口
ぐち

俊
とし

和
かず

「コーヒーが冷
さ

めないうちに⑥」▼大
おお

沢
さわ

在
あり

昌
まさ

「漂
ひょうはく

泊の街
まち

角
かど

」▼木
き

爾
な

チレン「二
ふ

人
たり

一
ひと

組
くみ

になってください」▼小
お

川
がわ

未
み

明
めい

「月
つき

夜
よ

とめがね 乙
お

女
とめ

の本
ほん

棚
だな

」▼小
こい

泉
ずみ

節
せつ

子
こ

「思
おも

ひ出
で

の記
き

」▼みつはしちかこ「こ
んにちは！ひとり暮

ぐ
らし」▼谷

たに

川
かわ

俊
しゅ

太
んた

郎
ろう

「ららら星
ほし

のかなた 対
たいだんしゅう

談集」▼室
むろ

井
い

 滋
しげる

「ゆうべのヒミツ」▼ぶっくま
「『知

し
る』を最

さい
大
だい

化
か

する本
ほん

の使
つか

い方
かた

」▼美
み

輪
わ

明
あき

宏
ひろ

「私
わたし

の人
じん

生
せい

論
ろん

」▼にしおかすみこ「ポンコツ一
いっ

家
か

①②」▼鴻
こう

上
かみ

尚
しょ

史
うじ

「君
きみ

はどう生
い

きるか」▼最
さい

首
しゅ

 悟
さとる

「能
のうりょく

力で人
ひと

を分
わ

けなくなる日
ひ

」

新着の本（抄） 市内図書館どこでも借りることができます。貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができ
ます。各館へ問い合わせください。本の検索には、上記二次元コードの市立図書館ホームペー
ジ《蔵書検索》を利用してください。

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：��毎週月曜日、祝日の翌日
　年末年始休館日：29日㈰～1月４日㈯

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日
　年末年始休館日：28日㈯～1月５日㈰

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日
　年末年始休館日：28日㈯～1月６日㈪

市立図書館
ホームページ

市立図書館
Facebook
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市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 34,514人（－54人）

世帯数･･ 13,574世帯（－6世帯）
令和６年11月１日現在（先月比）

女　性･･ 17,803人（－32人）

男　性･･ 16,711人（－22人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

◀

12月議会　� 【問】議会事務局　℡0854-40-1004
雲南市議会12月定例会　※日程は変更する場合があります。
本会議（開会・市長施政方針・議案上程・説明・質疑）  ９日㈪ 9:30～

議　　場本会議（一般質問） 10日㈫～13日㈮ 9:30～
予算審査特別委員会 13日㈮ 本会議終了後
産業建設常任委員会 16日㈪ 9:30～

全員協議会室教育民生常任委員会 17日㈫ 9:30～
総務常任委員会 18日㈬ 9:30～
予算審査特別委員会 20日㈮ 9:30～
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会） 23日㈪ 13:30～ 議　　場

　元気いっぱい！木次線まつり　
　毎年、12月12日の木次線全線開通記念日に合わせ、前
後の週末に「元気いっぱい木次線まつり」を開催していま
す。楽しい企画も多数用意していますので、ぜひお越しく
ださい。

 と　き  12月15日（日）10:00～18:00
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
※周辺の駐車場には限りがあります。来場の際は公共交通機関を
　ご利用ください。

 内　容 
　・上映から50周年を迎えた映画「砂の器」の上映
　・鉄道をテーマとした講演会、シンポジウム
　・木次線カレンダーの販売
　・木次線スイッチバックジオラマ展示
　・トロッコ列車「奥出雲おろち号」の車両備品展示
　・レールトイ展示　など

【問】交通政策室　℡0854-40-1014

【問】総務課　℡0854-40-1000／市民生活課　℡0854-40-1031／環境政策課　℡0854-40-1033

年末年始の休業日
　　　　　　　　　　　　月　日
　業　務

12　月 1　　月
27日㈮ 28日㈯ 29日㈰ 30日㈪ 31日㈫ １日（水・祝） ２日㈭ ３日㈮ ４日㈯ ５日㈰ ６日㈪

雲南市役所　℡0854－40－1000 通常どおり 休　　　業 通常どおり
三刀屋斎場　℡0854－45－3242 通常どおり 休　業 通常どおり

ご

　み

　収

　集

　

可燃ごみ
　雲南エネルギーセンター
　℡0854－49－6332

大 東 町
加 茂 町

通  

常  

ど  

お  

り

　

休　業 収集日 休　　業

通  

常  

ど  

お  

り

木 次 町
三刀屋町 休　業 収集日 休　　業

可燃ごみ
　いいしクリーンセンター
　℡0854－72－9217

吉 田 町
掛 合 町 休　業 収集日 休　　業

不燃ごみ・資源ごみ
　リサイクルプラザ
　℡0854－42－3391
　いいしクリーンセンター
　℡0854－72－9217

全 地 区 休　　　業

持
ち
込
み

雲南エネルギーセンター 休　業 通常どおり 休　　業

リサイクルプラザ 
いいしクリーンセンター 休　　　業

木次線スイッチバックジオラマ


